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財産収入・寄附金 93万円（0.0％）�

分担金及び負担金 6,992万円（2.0％）�

使用料及び手数料 8,407万円（2.5％）�

繰越金 9,601万円（2.8％）�

議会費�

町民１人当たり�
10,577円�

総務費�

町民１人当たり�
70,487円�

民生費�

町民１人当たり�
109,960円�

衛生費�

町民１人当たり�
25,195円�

労働費�

町民１人当たり�
1,575円�

農林水産業費�

町民１人当たり�
17,370円�

商工費�

町民１人当たり�
29,213円�

土木費�

町民１人当たり�
62,403円�

消防費�

町民１人当たり�
18,068円�

［歳出予算内訳］�

３４億４，７００万円�

町税�
7億6,148万円�
（22.1％）�

地方交付税�
10億2,000万円�
（29.6％）�

町債�
4億7,500万円�
（13.8％）�

諸収入�
1億6,567万円�
（4.8％）�

地方消費税交付金・地方譲与税等�
1億5,725万円（4.6％）　　　� 地方特例交付金�

2,500万円（0.7％）�

繰入金�
3億4,891万円�
（10.1％）�
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８
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発
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な
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。
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　の概要�　の概要�

依存財源 19億2,001万円�
歳入全体の 55.7％�
依存財源とは�

国や県などによって定められる地方
交付税や国・県支出金などの財源�

自主財源 15億2,699万円�
歳入全体の 44.3％�
自主財源とは�

町が自主的に収入できる町税や諸収
入などの財源�

（　）内は歳入全体
に対する構成比です�

歳入�

自主財源�

依存財源�

（人口は７，２５０人、園児は２８０人、児童は３７９人、生徒は１８９人、国保は２，５２７人、老保は１，２９１人で計算しました。）�

国・県支出金�
2億4,276万円�

（7.0％）�



一 般 会 計 �

国民健康保険事業�

老人保健医療事業�

下 水 道 事 業 �

簡易水道事業等�

土 地 取 得 事 業 �

計�

　 合 　 計 　 �

中学校費�

生徒１人当たり�
246,275円�

国民健康保険事業�

加入者１人当たり�
225,983円�

老人保健医療事業�

加入者１人当たり�
668,087円�

保育所費�

園児１人当たり�
1,089,343円�

小学校費�

児童１人当たり�
134,095円�

町債現在高�
（平成１５年度末見込）�

（特別会計・債務負担行為
額を含めると１，１０１，７５０円）�

町民１人当たり�
644,621円�

教育費�

町民１人当たり�
36,490円�

災害復旧費�

町民１人当たり�
158円�

公債費（借金の返済）�

町民１人当たり�
93,538円�

庄川町各会計別予算額�

民生費�
7億9,721万円�
（23.1％）�

労働費 1,142万円（0.3％）�
予備費 300万円（0.1％）�

公債費�
6億7,815万円�
（19.7％）�

総務費�
5億1,103万円�
（14.8％）�

土木費�
4億5,242万円�
（13.1％）�

教育費�
2億6,456万円�
（7.7％）�

商工費�
2億1,179万円�
（6.2％）�

衛生費 1億8,267万円（5.3％）�
消防費 1億3,099万円（3.8％）�
農林水産業費 1億2,593万円（3.7％）�

議会費 7,669万円（2.2％）�
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庄川町の平成１６年度予算　庄川町の平成１６年度予算　　

（単位：万円、％）�

（単位：万円、％）�◎一般・特別会計�

◎水道事業会計�

予算額�会　計　区　分� 伸率� 災害復旧費等�
114万円（0.0％）�

（　）内は歳出全体
に対する構成比です�
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水道事業費用�
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資本的収入�

資本的支出�
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歳出�
教育費�

2億6,456万円�
（7.7％）�

商工費�
2億1,179万円�
（6.2％）�
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この一年間の主な�
　 事業を紹介します�
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この一年間の主な�
　 事業を紹介します�

�
● 定住化促進事業費 １，６７５万円�
各種の奨励金制度を実施�

● 次世代育成支援行動計画策定費 １００万円�
総合的な子育て支援施策をまとめ、砺波市と合同で実施�

● 東山見保育所改修事業費 ５，８７３万円�
遊戯室の改築�

● 放課後児童対策事業費 ４６２万円�
各児童館において学童保育と児童健全育成事業を実施�

● 子育て支援対策事業費 ６５３万円�
子育て支援センターの開設及び育児支援サポート事業の実施�

● 特別保育事業費 １，１８１万円�
延長保育や乳児保育及び保育所地域活動事業などを実施�

● 保育料軽減事業費 １，１０３万円�
第３子以降入所児や２人以上同時入所時の保育料軽減措置�

● 生きがい活動支援通所事業費 １，０４８万円�
デイホームとやまぶき荘で日常動作訓練などを実施�

�
● 地域イントラネット基盤施設整備事業費 ８７９万円�
光ファイバーケーブルにより、公共施設間を接続し、多面的な
活用を目指す�

�
● 地域情報リポート ４６万円�
身近な町内情報を記録するほか、ＴＳＴケーブルテレビを通し
て放映�

�
● 住民基本台帳ネットワークシステム事業費 ４７３万円�
全国の市区町村と国・県とのネットワークシステム�
（昨年８月から本稼働）�

● とやま広域窓口サービス事業費 ６５万円�
県内３５市町村と住民票発行等の広域化を図る�

● 戸籍電算化事業費 １，３１９万円�
戸籍簿の電算化を図り、正確かつ迅速化を目指す�
（5月から本稼働）�

● 公的個人認証サービス事業費 ２３７万円�
インターネットによる行政手続きに必要な電子証明書の発行�

�
● 福祉タクシー利用券交付事業 １２万円�
下肢障害等１級又は２級の方に１人あたり年間２００円券を�
２０枚交付�

● 身体障害者施設訓練等支援費 １，０４６万円�
施設入所者・通所者を支援�

● 知的障害者施設訓練等支援費 ３，２７７万円�
施設入所者・通所者を支援�

● 身体・知的居宅生活支援費 １２８万円�
ホームヘルプ・デイサービス・短期入所を支援�

● ボランティア外出支援サービス事業 ２４万円�
高齢者等を対象に医療機関等との間を送迎�

● 緊急通報体制等整備事業 １３８万円�
ひとり暮らし高齢者等の緊急時に相談センターに通報�

● ケアポート庄川デイサービスセンター建設補助�
 利用定員３０人 １，２２２万円�

�
● 廃品回収報奨金・家庭地域美化の日等補助金 １５３万円�
ゴミ回収に対する補助�

● ごみステーション改修補助金 ２５万円�
１基 １/２補助とし５万円を限度�

● 資源ごみ回収報奨金 ３４万円�
資源・不燃ごみ回収に対する報奨�

● 環境モニター事業 ４０万円�
不法投棄防止のための監視�

● 墓地台帳整備事業費 ４９万円�
青山・松原墓地の台帳整備� 少子高齢化対策�

● 定住化促進事業費 １，６７５万円�
各種の奨励金制度を実施�

● 次世代育成支援行動計画策定費 １００万円�
総合的な子育て支援施策をまとめ、砺波市と合同で実施�

● 東山見保育所改修事業費 ５，８７３万円�
遊戯室の改築�

● 放課後児童対策事業費 ４６２万円�
各児童館において学童保育と児童健全育成事業を実施�

● 子育て支援対策事業費 ６５３万円�
子育て支援センターの開設及び育児支援サポート事業の実施�

● 特別保育事業費 １，１８１万円�
延長保育や乳児保育及び保育所地域活動事業などを実施�

● 保育料軽減事業費 １，１０３万円�
第３子以降入所児や２人以上同時入所時の保育料軽減措置�

● 生きがい活動支援通所事業費 １，０４８万円�
デイホームとやまぶき荘で日常動作訓練などを実施�

地域イントラネット整備�
● 地域イントラネット基盤施設整備事業費 ８７９万円�
光ファイバーケーブルにより、公共施設間を接続し、多面的な
活用を目指す�

地域情報発信�
● 地域情報リポート ４６万円�
身近な町内情報を記録するほか、ＴＳＴケーブルテレビを通し
て放映�

窓口業務の効率化�
● 住民基本台帳ネットワークシステム事業費 ４７３万円�
全国の市区町村と国・県とのネットワークシステム�
（昨年８月から本稼働）�

● とやま広域窓口サービス事業費 ６５万円�
県内３５市町村と住民票発行等の広域化を図る�

● 戸籍電算化事業費 １，３１９万円�
戸籍簿の電算化を図り、正確かつ迅速化を目指す�
（5月から本稼働）�

● 公的個人認証サービス事業費 ２３７万円�
インターネットによる行政手続きに必要な電子証明書の発行�

福祉制度の充実�
● 福祉タクシー利用券交付事業 １２万円�
下肢障害等１級又は２級の方に１人あたり年間２００円券を�
２０枚交付�

● 身体障害者施設訓練等支援費 １，０４６万円�
施設入所者・通所者を支援�

● 知的障害者施設訓練等支援費 ３，２７７万円�
施設入所者・通所者を支援�

● 身体・知的居宅生活支援費 １２８万円�
ホームヘルプ・デイサービス・短期入所を支援�

● ボランティア外出支援サービス事業 ２４万円�
高齢者等を対象に医療機関等との間を送迎�

● 緊急通報体制等整備事業 １３８万円�
ひとり暮らし高齢者等の緊急時に相談センターに通報�

● ケアポート庄川デイサービスセンター建設補助�
 利用定員３０人 １，２２２万円�

生活環境促進�
● 廃品回収報奨金・家庭地域美化の日等補助金 １５３万円�
ゴミ回収に対する補助�

● ごみステーション改修補助金 ２５万円�
１基 １/２補助とし５万円を限度�

● 資源ごみ回収報奨金 ３４万円�
資源・不燃ごみ回収に対する報奨�

● 環境モニター事業 ４０万円�
不法投棄防止のための監視�

● 墓地台帳整備事業費 ４９万円�
青山・松原墓地の台帳整備�
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農業振興対策�
● 金屋ゆず原種保存等業務委託 ３０万円�
ゆずの原種保存、加工品開発、共同防除を実施�

● フレッシュファーム開拓事業補助金 ７５万円�
ゆず搾汁機導入に対する補助�

�
● 青島地区総合防災訓練費 ４７万円�
自主防災を強化し、災害に備える�

● 自動消火器設置補助金 ５０万円�
ウッカリ火災を防止するため、設置費の１／２を補助�

● 防火水槽等設置工事費 ８４０万円�
防火水槽、消火栓、消火栓ホース箱を整備�

�
● 不妊治療費補助金 １０万円�
不妊治療にかかる医療費の助成�

● 健康教育事業 １２２万円�
糖尿病予防教室など生活習慣改善のための教室開催�

�
● 林道整備事業費 1，０３４万円�
金剛寺線開設工事�

● 雄神農村公園整備工事費 ３００万円�
● 水記念公園フレッシュアップ工事費 ５００万円�
● 道路新設改良事業費 ６，６６３万円�
町道第１５・２８・３２４・３３６号線の改良工事を実施�

● 消雪装置設置費 ４，７３１万円�
町道第３２号線消雪装置リフレッシュ工事�
町道第１１０・２５６号線消雪装置水源設置工事�

● １号環状線新設事業費 ３，１５４万円�
● もみじ植樹事業費 ２００万円�
● 下水道事業費 ３億８，５６７万円�
快適な生活環境の整備を図る�

�
● 保・小連絡協議会事業費 １０万円�
発達段階に応じた指導のあり方を研究し、保・小一貫した指導
の充実を図る�

● 少人数指導講師設置費 ２２１万円�
小学校３～４年生の算数のために補助教員を配置�

● 教科指導講師設置費 ５２万円�
中学校の特別な教科のために補助教員を配置�

● 子ども元気活動支援センター事業費 ９１万円�
無農薬農業体験やヤング創造アドベンチャー事業等を実施�

● 子育て支援事業費 ４８万円�
３歳親子ふれあい村事業等を実施して子育ての支援を図る�

● 「チャレンジデー２００４ in 庄川」開催 ２５万円�
５月開催予定�

● 庄川スポーツクラブ「アユーズ」補助金 １００万円�
だれもがスポーツに親しむことができる環境整備�

�
● 砺波広域圏事務組合ＣＡＴＶ事業負担金 ３２０万円�
ケーブルテレビ事業に対する負担金�

● 砺波地方介護保険組合分担金 ７，３４８万円�
介護給付費増加により１１．２％の増加�

● クリーンセンターとなみ分担金 ４，３４２万円�
可燃ゴミ処理量の増加等により１７．１％の増加�

● 砺波地方衛生施設組合分担金 ２，５７９万円�
し尿、汚泥処理量の減少等により１３．２％の減少�

消防防災対策�
● 青島地区総合防災訓練費 ４７万円�
自主防災を強化し、災害に備える�

● 自動消火器設置補助金 ５０万円�
ウッカリ火災を防止するため、設置費の１／２を補助�

● 防火水槽等設置工事費 ８４０万円�
防火水槽、消火栓、消火栓ホース箱を整備�

健康増進対策�
● 不妊治療費補助金 １０万円�
不妊治療にかかる医療費の助成�

● 健康教育事業 １２２万円�
糖尿病予防教室など生活習慣改善のための教室開催�

主な建設事業�
● 林道整備事業費 1，０３４万円�
金剛寺線開設工事�

● 雄神農村公園整備工事費 ３００万円�
● 水記念公園フレッシュアップ工事費 ５００万円�
● 道路新設改良事業費 ６，６６３万円�
町道第１５・２８・３２４・３３６号線の改良工事を実施�

● 消雪装置設置費 ４，７３１万円�
町道第３２号線消雪装置リフレッシュ工事�
町道第１１０・２５６号線消雪装置水源設置工事�

● １号環状線新設事業費 ３，１５４万円�
● もみじ植樹事業費 ２００万円�
● 下水道事業費 ３億８，５６７万円�
快適な生活環境の整備を図る�

教育振興対策�
● 保・小連絡協議会事業費 １０万円�
発達段階に応じた指導のあり方を研究し、保・小一貫した指導
の充実を図る�

● 少人数指導講師設置費 ２２１万円�
小学校３～４年生の算数のために補助教員を配置�

● 教科指導講師設置費 ５２万円�
中学校の特別な教科のために補助教員を配置�

● 子ども元気活動支援センター事業費 ９１万円�
無農薬農業体験やヤング創造アドベンチャー事業等を実施�

● 子育て支援事業費 ４８万円�
３歳親子ふれあい村事業等を実施して子育ての支援を図る�

● 「チャレンジデー２００４ in 庄川」開催 ２５万円�
５月開催予定�

● 庄川スポーツクラブ「アユーズ」補助金 １００万円�
だれもがスポーツに親しむことができる環境整備�

広域行政の推進�
● 砺波広域圏事務組合ＣＡＴＶ事業負担金 ３２０万円�
ケーブルテレビ事業に対する負担金�

● 砺波地方介護保険組合分担金 ７，３４８万円�
介護給付費増加により１１．２％の増加�

● クリーンセンターとなみ分担金 ４，３４２万円�
可燃ゴミ処理量の増加等により１７．１％の増加�

● 砺波地方衛生施設組合分担金 ２，５７９万円�
し尿、汚泥処理量の減少等により１３．２％の減少�



�

質
問�

庄
嵐
会
代
表  

山
森
文
夫 

議
員�

答
弁
　
藤
森
栄
次 

町
長�

平
成
１６
年
度
予
算
に
お
け
る
三

位
一
体
の
改
革
の
影
響
に
つ
い
て�

町
財
政
に
お
け
る
影
響
額
は
、

一
般
財
源
に
お
い
て
対
前
年
度
比

２
億
３
千
２
百
万
円
の
減
額
で
、

内
訳
と
し
て
地
方
交
付
税
で
１
億

８
千
万
円
、
地
方
特
例
交
付
金
２

百
万
円
、
臨
時
財
政
対
策
債
５
千

万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
国
県

支
出
金
で
は
７
千
４
百
３０
万
円
の

減
額
で
あ
る
。
不
足
す
る
財
源
に

は
繰
越
金
と
基
金
を
取
崩
し
一
般

会
計
に
繰
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。�

「
三
位
一
体
の
改
革
」に
よ
る
地

方
交
付
税
の
削
減
は
、
合
併
特
例

措
置
と
は
別
に
行
わ
れ
、
各
年
度

の
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
明
確

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
現
段
階
で

今
後
の
見
込
み
額
を
算
定
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。�

交
付
税
の「
財
政
調
整
機
能
」の

縮
減
に
つ
い
て
は
過
疎
地
方
の
切

捨
て
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

関
係
機
関
と
連
携
し
政
府
に
要
望

し
て
い
き
た
い
。�

第
４
次
総
合
計
画
の
進
捗
に
つ

い
て�各

施
策
の
進
捗
率
は
、
【
美
し

い
環
境
の
住
み
よ
い
町
】で
は
９１
・

９
％
、【
希
望
と
活
気
に
満
ち
た
豊

か
な
町
】で
は
９４
・
３
％
の
達
成
率

で
あ
る
が
、【
人
間
性
豊
か
な
文
化

の
町
】で
は
未
着
手
の
事
業
も
あ
り
、

３７
・
８
％
で
あ
る
。�

未
着
手
の
事
業
の
う
ち
、
健
康

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
新
市
建
設

計
画
の
中
で
合
併
特
例
債
事
業
と

し
て
平
成
１７
年
度
か
ら
実
施
予
定

で
あ
り
、
中
学
校
の
耐
震
調
査
、

大
規
模
改
修
等
は
通
常
事
業
と
し

て
新
市
の
総
合
計
画
に
あ
げ
ら
れ

る
が
、
砺
波
市
と
格
差
が
出
な
い

よ
う
十
分
配
慮
し
て
い
き
た
い
。�

市
民
プ
ラ
ザ
の
建
設
に
つ
い
て�

町
中
心
部
の
庄
川
支
所
及
び
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
併
設
し
、

こ
れ
ら
の
施
設
と
一
体
と
な
っ
た

健
康
・
保
健
・
福
祉
の
総
合
施
設

を
計
画
し
て
い
る
。
健
康
セ
ン
タ

ー
と
健
康
プ
ー
ル
が
一
体
と
な
っ

た
複
合
施
設
で
、
高
齢
者
向
け
の

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
が
で
き

る
プ
ー
ル
と
し
て
計
画
す
る
も
の

で
あ
る
。�

健
康
セ
ン
タ
ー
は
、
市
街
地
に

位
置
し
高
齢
者
の
方
も
利
用
し
や

す
く
、
駐
車
台
数
も
確
保
で
き
る

こ
と
か
ら
、
健
診
、
相
談
体
制
も

充
実
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
小

さ
く
て
も
き
ら
り
と
光
る
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
を
目
指
し
た
施
設
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。�

道
路
整
備
に
つ
い
て�

○
主
要
地
方
道
新
湊
庄
川
線
、
下
村
・

示
野
地
内
改
良
に
つ
い
て�

県
の
予
算
付
け
が
大
変
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。
こ
の
区
間
は
幅
員

も
狭
く
早
急
に
整
備
が
必
要
で
あ

る
が
、
現
在
具
体
的
な
計
画
に
ま

で
至
っ
て
お
ら
ず
、
引
き
続
き
強

く
要
望
し
て
い
き
た
い
。�

○
中
部
ス
ー
パ
ー
農
道
の
延
伸
に

つ
い
て�

新
市
建
設
計
画
に
お
い
て
合
併

特
例
債
適
用
事
業
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、
新
市
総
合
計
画

に
お
い
て
も
早
い
段
階
で
年
次
計

画
に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
考
え
ら

れ
て
い
る
。
平
成
１６
年
度
は
必
要

範
囲
の
現
況
調
査
を
実
施
し
た
後
、

関
係
機
関
と
の
調
整
、
整
備
計
画

に
つ
い
て
の
地
元
協
議
に
入
り
た

い
と
聞
い
て
い
る
。�

○
１
号
環
状
線
に
つ
い
て�

こ
れ
ま
で
事
業
用
地
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
報
い

る
た
め
に
も
、
一
日
も
早
く
全
線

開
通
す
る
よ
う
引
き
続
き
努
力
し

て
い
る
の
で
、
ご
理
解
賜
り
た
い
。�

水
記
念
公
園
と
共
に
一
体
化
し

た
開
発�

○
赤
岩
周
辺
河
川
環
境
整
備
事
業�

公
園
整
備
事
業
と
し
て
、
新
市

の
建
設
計
画
に
盛
込
ま
れ
て
い
る
が
、

左
岸
の
河
岸
は
上
流
か
ら
の
ご
み

な
ど
の
蓄
積
に
よ
り
景
観
を
阻
害

し
て
お
り
、
護
岸
形
状
に
配
慮
し

た
整
備
を
県
に
強
く
働
き
か
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

○
水
辺
プ
ラ
ザ
事
業
に
つ
い
て�

昨
年
７
月
に
推
進
協
議
会
を
立

ち
上
げ
て
協
議
を
重
ね
、
平
成
１６

年
１０
月
ま
で
に
は「
水
辺
プ
ラ
ザ
整

備
計
画
」と
し
て
国
の
登
録
を
受
け
、

平
成
１７
年
度
の
事
業
採
択
に
向
け

て
基
本
計
画
策
定
業
務
を
委
託
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

せ
せ
ら
ぎ
街
道
、
ミ
ニ
水
力
発
電
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
等
を
考
え
て
お
り
、

１０
月
ま
で
に
推
進
協
議
会
を
数
回

開
催
し
、
取
り
ま
と
め
て
い
き
た
い
。�

�

質
問
　
石
黒
久
敬 

議
員�

答
弁
　
中
島 

財
務
課
長�

合
併
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て�○
固
定
資
産
税
に
つ
い
て�

合
併
を
機
に
標
準
税
率
で
の
対

応
と
の
ご
提
案
で
あ
る
が
、
新
市

で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
と
市
民

負
担
の
あ
り
よ
う
を
踏
ま
え
、
新

市
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
べ
き
と

思
わ
れ
る
。�

�

答
弁
　
庄
下 

住
民
課
長�

○
福
祉
施
設（
知
的
障
害
者
へ
の
福

祉
）に
つ
い
て�

こ
れ
ま
で
の
入
所
施
設
中
心
の

施
策
か
ら
、
自
立
と
社
会
参
加
を

促
す
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
へ
の
移

行
は
極
め
て
当
を
得
た
考
え
方
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
お

世
話
す
る
人
、
地
域
の
一
人
ひ
と

り
が
障
害
者
の
方
を
十
分
理
解
し

受
け
入
れ
て
い
く
姿
勢
が
あ
っ
て

こ
そ
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

障
害
者
の
皆
さ
ん
の
お
気
持
ち
を

十
分
お
聞
き
し
な
が
ら
福
祉
施
策

を
立
案
し
て
い
き
た
い
。�

6H16年／4月号�

代
表
・
一
般
質
問�

質�答�

質�答�

庄
川
町
議
会
定
例
会（
第
２
回
）が
３
月
９
日
か
ら
９
日
間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
、
初
日
の
９
日
は
、
議
案
１７
件
を
一
括
上
程
し
、
町
長
か
ら
町
政
報

告
、
議
案
に
対
す
る
提
案
理
由
の
説
明
の
後
、
議
案
を
各
委
員
会
へ
付
託
し

ま
し
た
。�

２
日
目
の
３
月
１０
日
に
は
、
代
表
並
び
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。�

ま
た
、
１２
日
に
は
建
設
委
員
会
、
１５
日
に
は
総
務
委
員
会
を
開
催
し
、
付

託
議
案
を
慎
重
審
議
の
上
、
最
終
日
１７
日
本
会
議
に
お
い
て
各
委
員
長
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
付
託
さ
れ
た
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。�

ま
た
、
砺
波
地
区
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
ほ
か

１
案
件
が
追
加
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
当
選
・
同
意
と
な
り
ま
し
た
。�

本
会
期
中
に
提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
別
記
の
と
お
り
で
す
。�

議
会
だ
よ
り
　
　
　
3
月
議
会
定
例
会�

議
会
だ
よ
り
　
　
　
3
月
議
会
定
例
会�

質�答�質�答�

答�答�答�答� 質�

答�答� 質�



民
間
企
業
の
皆
さ
ん
が
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
障
害
者
の
方
々

の
や
る
気
を
喚
起
し
低
賃
金
の
改

善
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
立
支

援
を
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異

論
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
害
者
の
皆

さ
ん
の
幸
せ
の
実
現
の
た
め
に
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
十
分
理
解
し
、

受
け
入
れ
の
態
勢
を
整
え
て
行
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
は
、

社
会
参
加
事
業
と
そ
の
受
け
皿
作

り
を
重
点
に
推
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。�

�

答
弁
　
大
浦 

産
業
建
設
課
長�

○
庄
川
町
中
小
企
業
融
資
制
度
・
振

興
補
助
金
等
に
つ
い
て�

中
小
企
業
融
資
制
度
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぎ
、

新
市
に
お
い
て
新
た
な
制
度
を
設

け
て
平
成
１７
年
度
か
ら
の
適
用
を

考
え
て
い
る
。
現
在
、
新
市
に
お

け
る
条
例
・
規
則
の
調
整
を
行
っ

て
お
り
、
よ
り
充
実
し
た
制
度
と

な
る
よ
う
調
整
し
て
い
き
た
い
。�

中
小
企
業
奨
励
事
業
補
助
金
交

付
要
綱
に
つ
い
て
は
、
砺
波
市
に

も
類
似
し
た
中
小
企
業
振
興
条
例

施
行
規
則
が
あ
り
、
現
在
調
整
中

で
あ
る
が
、
今
ま
で
と
同
様
、
中

小
企
業
、
商
店
街
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
内
容
を
つ
め
て
い
き

た
い
。�

○
町
道
に
つ
い
て�

新
市
に
な
っ
て
も
現
在
認
定
し

て
い
る
町
道
は
全
て
そ
の
ま
ま
新

市
の
市
道
と
し
て
認
定
さ
れ
る
が
、

新
し
く
認
定
す
る
場
合
は
、
現
在

砺
波
市
の
認
定
基
準
で
あ
る
幅
員

４
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と

な
る
。
ま
た
、
砺
波
市
の
市
道
と

庄
川
町
の
町
道
が
つ
な
が
っ
て
い

る
場
合
、
起
点
・
終
点
と
路
線
名

の
変
更
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
。�

�

答
弁
　
藤
森
栄
次 

町
長�

職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て�

合
併
後
は
退
職
者
の
４０
％
を
新

規
雇
用
す
る
と
い
う
職
員
適
正
計

画
に
基
づ
き
、
１０
年
後
に
は
合
併

時
よ
り
５０
名
を
削
減
す
る
計
画
で

あ
る
。�

砺
波
市
職
員
と
庄
川
町
職
員
の

給
与
の
格
差
に
つ
い
て
は
一
気
に

な
く
す
事
は
不
可
能
で
あ
り
、
年

数
を
か
け
て
調
整
す
る
よ
う
協
議

し
て
い
る
。�

資
格
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
能

力
と
資
質
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り

行
政
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
意

欲
あ
る
職
員
に
は
支
援
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
住
民
の
幸
せ
の
た

め
に
努
力
を
惜
し
ま
ぬ
よ
う
日
頃

か
ら
指
導
し
て
い
る
。�

職
員
は
誰
が
市
長
に
な
ら
れ
よ

う
と
、
自
己
研
鑽
に
励
み
行
政
能

力
を
発
揮
し
て
職
務
に
精
励
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
合
併
後
、

現
在
の
庄
川
町
民
の
真
の
幸
せ
の

た
め
に
何
ら
か
の
形
で
行
政
に
携

わ
る
こ
と
も
必
要
か
と
思
う
が
、

今
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。�

�

質
問
　
寺
井
武
彦 

議
員�

答
弁
　
藤
森
栄
次 

町
長�

伝
統
産
業
の
振
興
に
つ
い
て�

○
水
稲
種
子
、
大
き
な
事
故
２
件

発
生
に
対
す
る
再
発
防
止
に
つ
い

て�

先
人
の
尊
い
弛た

ゆ

ま
ざ
る
努
力
に

よ
り
築
き
上
げ
ら
れ
た
、
古
い
伝

統
と
信
用
を
誇
る
庄
川
特
産
の「
種

も
み
」の
信
用
回
復
に
向
け
、
関
係

機
関
に
対
し
、
同
じ
過
ち
を
繰
返

さ
な
い
よ
う
、
そ
し
て
よ
り
高
い

品
質
管
理
に
万
全
を
期
す
よ
う
強

く
申
し
入
れ
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

○
若
い
担
い
手
農
家
の
育
成
や
創

造
性
豊
か
な
活
力
あ
る
農
村
社
会

の
実
現
に
つ
い
て�

全
国
一
の
種
も
み
産
地
を
後
世

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
今
後
、
認

定
農
業
者
等
の
農
業
生
産
法
人
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
優
良
農
地

や
施
設
を
ス
ム
ー
ズ
に
継
承
で
き

る
組
織
作
り
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
農
業
生
産
法
人
化
を

進
め
、
集
落
営
農
の
方
向
づ
け
を

推
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。�

○
挽
物
木
地
産
業
の
活
性
化
に
つ

い
て�水

記
念
公
園
で
は
「
庄
川
木
工

ま
つ
り
」の
開
催
、「
木
工
ロ
ク
ロ

の
実
演
紹
介
」「
木
工
絵
皿
教
室
」

等
を
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
木
工

協
同
組
合
等
で
も
伝
統
的
工
芸
品

産
業
後
継
者
育
成
事
業
の
実
施
等
、

庄
川
挽
物
木
地
の
良
さ
に
つ
い
て

普
及
啓
蒙
に
努
め
ら
れ
て
い
る
。

昨
年
は
、
水
記
念
公
園
を
サ
テ
ラ

イ
ト
会
場
と
し
て
開
催
し
た「
２
０

０
３
伝
統
工
芸
ふ
れ
あ
い
広
場
・
富

山
」で
は
全
国
に
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
で
き
た
。�

今
後
と
も
、
各
施
設
を
利
用
し
て
、

庄
川
挽
物
木
地
の
魅
力
を
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
少
し
で
も
関

心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。�

○
柚
子
生
産
振
興
に
つ
い
て�

実
証
ほ
場
の
計
画
的
な
拡
充
、

共
同
防
除
に
よ
る
品
質
管
理
、
施

設
設
備
の
充
実
の
た
め
、
県
や
農

協
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
引
き
続

き
支
援
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い

加
工
品
の
開
発
へ
の
助
成
も
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

�

答
弁
　
田
上
　
弘 

教
育
長�

構
造
改
革
特
区
構
想
の
将
来
展

望
に
つ
い
て�

○
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
教
育
特

区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て�

地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
教
育

力
を
高
め
る
観
点
か
ら
す
れ
ば
こ

の
取
り
組
み
は
大
変
意
義
の
あ
る

こ
と
と
理
解
し
て
お
り
、
ま
た
全

国
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
申
請
が
な
さ

れ
て
い
る
。�

新
市
に
お
い
て
も
、
不
登
校
児

童
生
徒
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
幅

広
く
住
民
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
め
る
よ
う
な
教
育
特
区
の
模

索
に
努
め
た
い
。�

学
校
給
食
に
つ
い
て�

○
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
生
徒
に
対

す
る
学
校
給
食
対
応
に
つ
い
て�

該
当
す
る
生
徒
に
は
そ
の
原
因

と
な
る
食
物
を
食
べ
な
い
よ
う
指

導
し
て
お
り
、
近
隣
町
村
に
お
い

て
も
同
様
の
対
応
を
し
て
い
る
。

ア
レ
ル
ギ
ー
食
品
が
個
人
に
よ
っ

て
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら「
代

替
食
メ
ニ
ュ
ー
」を
提
供
す
る
こ
と

は
大
変
困
難
で
あ
り
、
該
当
す
る

生
徒
の
推
移
を
見
守
り
な
が
ら
慎

重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

「
給
食
だ
よ
り
」を
通
じ
て
ア
レ
ル

ギ
ー
食
品
へ
の
対
応
を
保
護
者
に

も
啓
蒙
し
て
い
き
た
い
。�

�

質
問
　
松
田
吉
孝 

議
員�

答
弁
　
藤
森
栄
次 

町
長�

新
市
に
お
け
る
人
口
増
へ
の
推

進
策
に
つ
い
て�

○
庄
川
町
が
実
施
し
て
い
た
人
口

増
に
替
わ
る
べ
き
推
進
策
等
は�

今
回
の
合
併
に
よ
り
、
町
で
実

施
し
て
き
た
人
口
増
対
策
事
業
の

結
婚
祝
い
金
、
第
３
子
出
産
奨
励
金
、

住
宅
奨
励
金
に
つ
い
て
は
、
記
念

樹
交
付
事
業
に
移
行
し
、
子
育
て
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環
境
支
援
と
し
て
保
育
料
の
引
下

げ
や
、
平
成
１６
年
度
か
ら
は
新
た

に
不
妊
治
療
費
補
助
金
を
設
け
て

少
子
化
の
抑
制
に
努
め
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。�

○
建
設
計
画
等
に
人
口
増
へ
の
推

進
策
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か�

新
市
建
設
計
画
の
中
で
水
記
念

公
園
周
辺
整
備
や
水
辺
プ
ラ
ザ
事

業
な
ど
を
活
か
し
た「
温
泉
活
用
滞

在
型
観
光
拠
点
ゾ
ー
ン
」の
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

見
る
だ
け
の
観
光
だ
け
で
な
く
体

験
す
る
観
光
も
取
り
入
れ
、
交
流

人
口
の
増
加
と
活
気
と
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。�

○
人
口
増
へ
の
対
応
に
よ
っ
て
は
、

庄
川
町
地
区
で
あ
っ
て
も
庄
東
地

区
と
同
じ
道
を
た
ど
る
の
で
は
な

い
か�庄

川
町
エ
リ
ア
と
庄
東
地
区
で

は
環
境
や
地
理
的
条
件
も
異
な
り
、

同
様
に
人
口
が
減
少
す
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。�

庄
川
町
農
業
水
稲
種
子
栽
培
を

コ
メ
の
生
産
調
整
か
ら
除
外
す
る

農
業
特
区
に
申
請
を�

○
水
稲
種
子
に
加
え
、
水
稲
品
種

改
良
開
発
を
す
る
こ
と
を
含
め
現

在
実
施
し
て
い
る
生
産
調
整
か
ら

除
外
し
栽
培
で
き
る
農
業
特
区
に

な
る
よ
う
、
調
査
、
研
究
し
、
申

請
し
て
は
ど
う
か�

特
区
の
指
定
を
受
け
て
、
米
の

生
産
調
整
規
制
の
特
例
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
種
も
み
の
作
付
面

積
拡
大
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
が
、
転
作
奨
励
金

の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
受
け
て
い
た
農

業
関
係
補
助
金
の
取
り
扱
い
が
ど

う
な
る
の
か
も
含
め
て
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
・
県
・
農

協
等
関
係
機
関
と
十
分
調
査
・
検

討
し
て
い
き
た
い
。�

�

答
弁
　
田
上
　
弘 

教
育
長�

子
ど
も
の
読
書
推
進
等
に
つ
い

て�○
市
町
村
に
お
い
て
国
が
策
定
す

る
基
本
計
画
に
基
づ
き
当
町
で
は

ど
の
よ
う
な
施
策
が
行
わ
れ
て
い

る
の
か�

子
ど
も
の
読
書
離
れ
を
食
い
止

め
る
た
め
に
よ
り
積
極
的
な
方
策

を
と
る
よ
う
促
し
て
い
る
も
の
と

理
解
し
て
い
る
。
本
年
度
よ
り
小

学
校
、
保
育
所
に
お
い
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
本
の

読
み
聞
か
せ
を
年
間
１０
回
程
度
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
移
動
図
書
館

の
充
実
に
よ
り
、
希
望
す
る
ク
ラ

ス
に
は「
学
級
文
庫
」を
開
設
し
、

児
童
、
生
徒
の
身
近
に
本
を
置
く

よ
う
配
慮
し
て
い
る
。�

○
子
ど
も
の
読
書
す
る
機
会
、
習

慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
為
、
学
校

に
あ
っ
て
は
「
朝
の
読
書
の
時
間
」

家
庭
に
あ
っ
て
は
「
ノ
ー
テ
レ
ビ

デ
ー
」
を
設
け
た
ら�

読
書
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と

は
子
ど
も
の
情
操
教
育
推
進
に
お

い
て
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考

え
て
い
る
。
新
年
度
よ
り
小
学
校

で
全
学
年
週
１
回
の「
朝
の
読
書
の

時
間
」を
定
着
さ
せ
、
そ
の
上
で
更

に
拡
充
し
て
い
き
た
い
。「
ノ
ー
テ

レ
ビ
デ
ー
」に
つ
い
て
は
各
家
庭
で

ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
有
り
難
い

と
思
っ
て
い
る
。�
�

質
問
　
野
村
政
春 

議
員�

答
弁
　
藤
森
栄
次 

町
長�

平
成
１６
年
度
予
算
と
合
併
優
遇

制
度
に
つ
い
て�

砺
波
市
と
庄
川
町
の
対
等
合
併

に
よ
り
新
砺
波
市
と
な
り
優
遇
策

に
よ
り
安
定
し
た
基
盤
を
確
保
し
、

こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
財
政
環
境
の

中
で
地
方
自
治
体
と
し
て
生
き
残

り
を
図
っ
て
い
く
の
が
本
来
の
目

的
で
あ
る
。�

合
併
に
よ
り
行
政
改
革
が
終
了

す
る
も
の
で
は
な
く
、
絶
え
ず
継

続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
住
民

負
担
増
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、
１
０
０

％
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。�

庄
川
町
第
３
セ
ク
タ
ー
に
つ
い

て�

町
が
貸
付
け
る
八
千
万
円
を
特

別
資
金
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
庄

川
開
発
㈱
の
取
締
役
員
会
の
承
認

を
受
け
運
用
す
る
。
な
お
、
そ
の

結
果
に
つ
い
て
は
必
ず
町
へ
報
告

す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

特
別
資
金
残
高
も
、
町
議
会
に
報

告
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ

れ
を
契
機
に
経
営
安
定
化
に
向
け

役
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

地
方
債
の
今
後
に
つ
い
て�

合
併
後
の
標
準
財
政
規
模
、
公

債
費
制
限
比
率
等
の
財
政
指
標
に

関
し
て
は
、
平
成
１７
年
度
地
方
交

付
税
の
確
定
や
平
成
１８
年
度
ま
で

の「
三
位
一
体
の
改
革
」で
地
方
財

政
が
ど
の
よ
う
な
財
源
構
造
と
な

る
の
か
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。�

�

質
問
　
藤
永
　
皋 

議
員�

答
弁
　
藤
森
栄
次 

町
長�

合
併
に
よ
る
財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て�

○
合
併
に
伴
う
特
例
債
の
起
債
に

よ
る
財
政
は
地
方
交
付
税
の
段
階

補
正
と
の
影
響
に
つ
い
て�

合
併
特
例
債
発
行
後
、
償
還
元

利
金
の
７０
％
を
１５
年
間
、
事
業
費

補
正
方
式
で
地
方
交
付
税
に
算
入

さ
れ
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

各
年
度
で
発
生
す
る
元
利
償
還
金

に
つ
い
て
実
額
で
算
入
す
る
方
式

で
あ
り
、
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る

か
ら
と
い
っ
て
、
合
併
特
例
債
の

交
付
税
算
入
額
が
減
少
す
る
も
の

で
は
な
い
。�

段
階
補
正
は
合
併
後
１０
年
間
行

わ
れ
る
合
併
算
定
替
終
了
後
、
さ

ら
に
５
年
間
で
段
階
的
に
減
額
す

る
措
置
で
あ
り
、
こ
れ
も
合
併
優

遇
策
の
一
つ
で
あ
る
。�

○
示
さ
れ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
果

た
し
て
維
持
で
き
る
の
か
に
つ
い

て�

新
市
建
設
計
画
に
お
い
て
は
現

状
を
踏
ま
え
１０
年
間
を
見
越
し
て

計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
の

施
策
に
よ
ほ
ど
の
急
激
な
変
化
の

な
い
限
り
、
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
は

維
持
で
き
る
と
考
え
て
い
る
．�

１
号
環
状
線
早
期
完
成
の
見
通

し
に
つ
い
て�

山
森
議
員
へ
の
答
弁
の
と
お
り

で
す
。�

冬
期
除
雪
の
拡
充
に
つ
い
て
、

機
械
除
雪
は
積
雪
時
に
お
け
る
対

応
へ
の
点
検
整
備
に
つ
い
て�

現
在
、
機
械
除
雪
に
よ
る
損
傷

箇
所
の
修
繕
に
合
わ
せ
て
、
消
雪

装
置
の
不
具
合
な
箇
所
等
確
認
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の

結
果
に
基
づ
き
計
画
的
な
修
繕
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
ご

理
解
賜
り
た
い
。�

あ
ら
た
な
減
反
政
策
へ
の
対
応

に
つ
い
て�

○
減
反
に
転
作
作
物
の
保
障
制
度

へ
の
対
応
に
つ
い
て�

今
回
の
改
革
で
国
か
ら
の
「
と

も
補
償
」助
成
金
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
、
自
家
消
費
野
菜
の
作
付
け
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可 決 さ れ た 議 案 �可 決 さ れ た 議 案 �可 決 さ れ た 議 案 �

に
対
す
る
産
地
づ
く
り
交
付
金
が

交
付
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
め
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
農
業
政
策
に
対

し
て
、
水
稲
種
子
、
大
豆
種
子
の

総
合
採
種
地
と
し
て
の
地
位
を
確

立
す
る
た
め
、
今
後
と
も
関
係
機

関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
努
力
し

て
い
き
た
い
。�

二
万
石
用
水
沿
い
道
路
の
環
境

整
備
の
促
進
に
つ
い
て�

ご
質
問
の
箇
所
は
二
万
石
用
水

の
管
理
道
路
で
、
区
域
も
井
波
町

で
あ
り
、
他
の
要
望
箇
所
と
比
較

し
て
緊
急
度
は
高
い
と
は
言
え
な

い
こ
と
か
ら
、
当
面
整
備
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。�

保
育
所
園
児
へ
の
給
食
時
、
お

や
つ
へ
の
脱
脂
粉
乳
、
生
牛
乳
支

給
改
善
策
に
つ
い
て�

脱
脂
粉
乳
は
脂
肪
分
が
少
な
く

低
カ
ロ
リ
ー
で
あ
り
な
が
ら
成
長

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
必
須

ア
ミ
ノ
酸
を
含
む
た
ん
ぱ
く
質
も

豊
富
に
含
有
し
、
か
つ
牛
乳
に
比

べ
安
価
で
長
期
保
存
で
き
、
必
要

量
だ
け
を
調
理
で
き
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
保
育
所
給
食
に
取
り
入

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。�

今
後
合
併
に
向
け
て
給
食
単
価

や
献
立
の
統
一
を
図
る
中
で
、
脱

脂
粉
乳
の
摂
取
回
数
の
調
整
や
一

部
生
牛
乳
へ
の
切
替
え
も
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。�
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答�答� 質�質�
【条　例】�

▼庄川ふれあいプラザ条例の制定について�

県営中山間地域総合整備事業「となみ山麓地区」で整
備された中山間活性化施設（ふれあいプラザ）を富山
県より譲渡を受ける為に制定するものです。�

▼庄川町特別会計条例の一部改正について�

砺波市との合併時に公共用地先行取得事業等につい
て新市の速やかな一体性を確立するため、土地取得
事業特別会計を廃止するものです。�
▼庄川町税条例の一部改正について�

▼庄川町税等の徴収の特例に関する条例の一部改正に

ついて�

上記２件は、平成１６年４月１日より固定資産税の前
納報奨金の廃止に伴うものです。�
▼庄川町手数料条例の一部改正について�

平成１６年５月２２日付で戸籍事務を電算システムで取
り扱う市町村に指定されることに伴い、新たに取り
扱う証明書の手数料について追加するものです。�
▼庄川町保健事業振興基金条例の廃止について�

備品購入のため基金をすべて取り崩すこととなり、
本条例を廃止するものです。�

【予　算】�

▼平成１６度庄川町一般会計予算�

予算総額は、３，４４７，０００千円（対前年度比６．２％増）です。�
▼平成１６度庄川町国民健康保険事業特別会計予算�

予算総額は、５７１，０５８千円（対前年度比５．２％減）です。�
▼平成１６度庄川町老人保健医療事業特別会計予算�

予算総額は、８６２，５００千円（対前年度比４．２％増）です。�
▼平成１６度庄川町下水道事業特別会計予算�

予算総額は、３８５，６７０千円（対前年度比１．０％減）です。�
▼平成１６度庄川町簡易水道事業等特別会計予算�

予算総額は、６，５９０千円（対前年度比１２．６％増）です。�
▼平成１６度庄川町水道事業会計予算�

水道事業収益は、１１８，１５１千円を見込み、資本的収
支については、資本的支出を５７，１９９千円（対前年度
比１．４％増）にするものです。�
▼平成１5度庄川町一般会計補正予算（第8号）�

追加補正額は１９，１４２千円で、補正後の予算総額
３，６９２，９４３千円で、主な内訳は県議会議員選挙費
△２，７１６千円、町長選挙費△２，７２２千円、国民健康保
険事業特別会計繰出金３，１４３千円、老人保健医療事業
特別会計繰出金△２，５２７千円、松原墓地東側周辺整備
工事費３，６００千円、中小企業金融対策事業費４，０２０千円、
新設改良事業費７，５５０千円、除雪作業業務委託料
７，５００千円等です。�
▼平成１５度庄川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

2号）�

追加補正額は１，９０４千円で、補正後の予算総額
６０９，６８７千円で、内訳は退職被保険者等高額療養費
１，０００千円、平成１４年度療養給付費等負担金返還金
７３２千円等です。�
▼平成１５年度庄川町老人保健医療事業特別会計補正予

算（第3号）�

追加補正額は１４，５００千円で、補正後の予算総額
８４９，５７８千円で、内訳は医療給付費です。�
▼平成１５年度庄川町土地取得事業特別会計補正予算（第

3号）�

追加補正額は２７，１００千円で、補正後の予算総額
１３４，３８４千円で、内訳は用地購入費２５，８００千円、用
地等補償料△２，３００千円、一般会計繰出金３，６００千円
です。�
▼平成１５年度庄川町下水道事業特別会計補正予算（第4号）

について�

追加補正額は１４千円で、補正後の予算総額３９３，９４１千
円となるもので、公共下水道事業の財政調整基金利
子積立金等です。�
�

【選　挙】�

▼砺波地方老人福祉施設組合議会議員の選挙について�

庄川町青島３４６８番地　　藤森　栄次 氏　　再任�
庄川町示野　２７番地　　藤永　　皋 氏　　再任�

【人事案件】�

▼庄川町固定資産評価審査委員会委員の選任について�

庄川町金屋４４１０番地　　山本　和夫 氏　　再任�



愛称「がっぺくん」�

3
月
に
正
式
決
定
し
た
新
市
の
建
設
計
画
の
う
ち
�

市
町
村
合
併
懇
談
会
で
質
問
の
多
か
っ
た
項
目
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。
�

10H16年／4月号�

が
っ
ぺ
く
ん
が
お
知
ら
せ
す
る
�

３
月
５
日（
金
）に
庄
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

第
１４
回
砺
波
市
・
庄
川
町
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
合

併
協
定
項
目（
５２
項
目
）全
て
の
調
整
が
整
い
、
全
会
一
致

で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
協
議
会
の
１６
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

合
併
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
「
合
併
協
議
会
だ
よ
り
第
１０
号
」

（
３
月
発
行
）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
砺
波
市
・
庄
川
町
合

併
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

h
ttp
://w

w
w
.c
ity
.to
n
a
m
i.to
y
a
m
a
.jp
/to
n
a
m
i-

sho
g
aw
a/

第１４回砺波市・庄川町合併協議会の様子�

合
併
特
例
債
の
運
用
期
間
や�

計
画
実
施
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
？�

質問�

市
民
プ
ラ
ザ
庄
川（
現
役
場
庁
舎
）の

改
修
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
？�

健
康
セ
ン
タ
ー
・
健
康
プ
ー
ル
建
設

は
ど
ん
な
計
画
で
す
か
？�

や
ま
ぶ
き
荘
は
ど
ん
な
改
修
計
画
で

す
か
？�

市
営
バ
ス
は
ど
ん
な
運
行
計
画
で
す

か
？�

�

合
併
特
例
債
の
期
限
は
１０
年
間
で
、
全

体
で
約
９８
億
円
を
計
画
し
て
お
り
、
庄
川

町
分
は
約
２０
億
円
の
事
業
費
に
な
る
予
定

で
す
。
な
お
、
特
例
債
事
業
の
着
工
時
期

や
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し

て
い
き
ま
す
。�

����

現
在
の
役
場
庁
舎
に
は
戸
籍
や
福
祉
、

税
金
、
道
路
な
ど
の
業
務
を
担
当
す
る
庄

川
支
所
と
市
の
教
育
委
員
会
部
局
が
入
り

ま
す
。
ま
た
、
砺
波
市
土
地
改
良
区
も
入

る
計
画
で
す
。�

庁
舎
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、

ト
イ
レ
の
改
修
、
自
治
振
興
会
等
の
部
屋

や
会
議
室
、
町
民
サ
ロ
ン
室
な
ど
を
計
画

し
て
い
ま
す
。�

����

現
在
の
役
場
周
辺
に
建
設
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
健
康
プ
ー
ル
は
、
町
民
を
対
象

と
し
た
規
模
で
、
プ
ー
ル
内
を
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
し
な
が
ら
誰
で
も
気
軽
に
健
康
づ
く

り
が
で
き
る
も
の
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象

と
し
た
予
防
接
種
や
各
種
健
診
体
制
、
育

児
等
の
相
談
体
制
の

充
実
を
は
か
り
な
が

ら
、
生
涯
を
通
し
た

心
身
の
健
康
づ
く
り

に
努
め
る
と
と
も
に
、

健
康
・
保
健
・
福
祉

の
一
体
型
の
施
設
整

備
を
計
画
し
て
い
ま

す
。�

����

現
在
の
や
ま
ぶ
き
荘
は
築
２５
年
を
経
過

し
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
や
ま
ぶ
き
荘

北
側
部
分（
働
く
婦
人
の
家
）を
改
修
し
、

大
浴
場
や
露
天
風
呂
の
改
築
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
建
設
費
用
は
、
合
併
特
例
債
を

充
当
す
る
計
画
で
あ
り
、
改
修
後
も
今
ま

で
ど
お
り
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
運
営
を

検
討
し
て
い
ま
す
。�

��

�

町
で
運
行
し
て
い
る
福
祉
バ
ス
の
ほ
か
、

砺
波
市
営
バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
・
加
越

能
バ
ス
も
含
め
て
総
合
的
に
運
行
ル
ー
ト

を
検
討
し
て
い
ま
す
。�

����

図
書
館
や
水
資
料
館
に
つ
い
て
も
現
行

の
ま
ま
残
し
、
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。�

図
書
館
の
開
館
時
間
や
休
館
日
に
つ
い

て
は
、
新
市
発
足
ま
で
に
利
便
性
を
考
慮

し
、
調
整
す
る
予
定
で
す
。�

���

現
在
、
砺
波
市
で
は
民
間
主
導
型
、
庄

川
町
で
は
行
政
主
導
型
で
イ
ベ
ン
ト
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
観
光
祭
な
ど
に
つ
い

て
は
、
合
併
後
も
現
行
ど
お
り
実
施
し
て

い
き
ま
す
。�

ま
た
、
商
工
会
に
つ
い
て
も
現
行
の
と

お
り
で
す
。�

町
の
図
書
館
や
水
資
料
館
は
ど
う
な

る
の
？�

商
工
会
や
観
光
祭
は
ど
う
な
る
の
？�

質問�

質問�

質問�

質問� 質問� 質問�



一
言�
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い
よ
い
よ
農
繁
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
１１

年
度
に
国
の
補
助
を
受
け
、
私
た
ち
古
上
野
機
械
利

用
組
合
に
も
育
苗
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
地
域
で
は
一
貫
し
た
作
業
体
系
に
よ
る
育
苗
、

代
か
き
、
田
植
作
業
等
を
共
同
で
行
い
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
制
に
よ
る
日
割
を
組
み
、
各
部
所
に
は
責
任
者

を
配
置
す
る
等
、
一
連
の
作
業
体
系
が
組
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
転
作
の
大
豆
作
業
も
地
域
ぐ
る
み
で
団
地
化
を
図
り
、
精
算
も
プ
ー

ル
方
式
で
行
っ
て
い
ま
す
。�

従
来
は
、
各
個
人
が
自
分
の
都
合
の
良
い
日
を
選
ん
で
作
業
を
し
て
い
た
た
め
、

能
率
も
悪
く
、
作
業
も
週
末（
土
・
日
）に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
秋
作
業（
稲
刈

り
）も
そ
れ
に
似
た
傾
向
で
あ
っ
た
た
め
、
週
末
に
集
中
し
、
し
か
も
天
候
に
左
右

さ
れ
て
大
変
非
能
率
的
で
し
た
。�

こ
れ
ら
の
点
も
平
日
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
方
を
中
心
に
作

業
す
る
こ
と
で
能
率
良
く
、
し
か
も
刈
り
取
り
、
適
期
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
課
題
も
多
い
の
で
す
が
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
集
団
化
し
て
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

現
在
、
地
域
で
は
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
し
か
も
大
多
数
が
兼
業
農
家
で
あ
り
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
日
割
の
確
保
も
大
変
で
す
。�

し
か
し
、
庄
川
町
の
大
半
は
種た

な

籾も
み

の
生
産
が
主
で
あ
り
、
地
域
の
農
地
を
守
っ

て
い
く
に
は
集
団
化（
共
同
化
）を
進
め
、
よ
り
よ
い
作
業
体
系
を
考
え
て
、
互
い

に
助
け
合
っ
て
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

「 
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で 

」�

町
政
モ
ニ
タ
ー
　
廣
嶋 

茂
晴
（
古
上
野
）�

落 札 業 者 �

工事期間中は、町民の皆さんに大変ご迷惑をおかけしました。ご協力あ
りがとうございました。�工事等入札結果�

庄�
三 谷 �
青 島 �
天 正 �

金 屋 �

青 島 �
五 ケ�
高儀新�

金 屋 �

示 野 �

天 正 �

一 円 �

示 野 �

小 牧 �

金 屋 �

金 屋 �

青 島 �

青 島 �

青 島 �

青 島 �

平成１６年２月２５日から�
平成１６年３月３０日�

平成１６年２月２５日から�
平成１６年３月２６日�

平成１６年２月２５日から�
平成１６年３月２６日�

平成１６年２月２５日から�
平成１６年３月２６日�

平成１６年２月２５日から�
平成１６年３月２５日�

平成１６年２月２５日から�
平成１６年３月３１日�

平成１６年２月２５日から�
平成１６年３月３１日�

平成１６年２月２７日から�
平成１６年３月２６日�

平成１６年２月２７日から�
平成１６年３月２６日�

平成１６年２月２７日から�
平成１６年３月２６日�

平成１６年２月２７日から�
平成１６年３月２９日�

平成１６年２月２７日から�
平成１６年３月２９日�

平成１６年２月２７日から�
平成１６年３月２９日�

平成１６年２月２７日から�
平成１６年３月２６日�

平成１６年２月２７日から�
平成１６年３月２６日�

平成１６年３月２日から�
平成１６年３月３０日�

１�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14�

15�

16

１，７６４，０００�

９，０３０，０００�

４，３５７，５００�

８，１９０，０００�

５，１８７，０００�

３，２５５，０００�

９，７４４，０００�

１，６８０，０００�

３，５１７，５００�

３，２８６，５００�

１，７８５，０００�

２，１２１，０００�

１，９４２，５００�

２，３６２，５００�

３，８５３，５００�

１，４４９，０００�

�

1,806,000�

9,208,500�

4,431,000�

8,326,500�

5,208,000�

3,328,500�

10,048,500�

1,800,750�

3,559,500�

3,307,500�

1,827,000�

2,142,000�

1,995,000�

2,404,500�

3,906,000�

（非公表）�

雄 神 地 区 汚 水 管 路 施 設 不 明 水 �
調査業務委託�

町道第６１号線外２路線舗装復旧工事�

町道第８９号線外２路線舗装復旧工事�

県道小森谷･庄川線外３路線舗装�
復旧工事�

岩 黒 防 火 水 槽 設 置 工 事 �

町道第６８号線沿汚水管渠布設工事�

町道第２２１号線外２路線汚水管渠�
布設工事�

漏 水 調 査 業 務 委 託 �

松 原 墓 地 周 辺 整 備 工 事 �

小牧観光会館・公衆便所改修工事�

庄川小学校体育館サイドステージ�
改修工事�

庄川小学校給食室冷房設備工事�

庄川中学校給食室冷房その他設備工事�

青 島 水 源 池 薬 注 設 備 改 良 工 事 �

町道第７４号線配水管布設替工事�

ホ ー ム ヘ ル パ ー 車 購 入 �

（２/２１～３/２０）�

㈱高岡市衛生公社�

東洋道路興業㈱�

西 村 工 業 ㈱ �

㈱ 藤 井 組 �

庄 川 興 業 ㈱ �

木 村 産 業 ㈱ �

㈱ 神 下 組 �

フジ地中情報㈱�
北 陸 営 業 所 �

藤 森 工 業 ㈱ �

庄 川 興 業 ㈱ �

木 村 産 業 ㈱ �

太 田 配 管 ㈱ �

藤 森 工 業 ㈱ �

㈱ 竹 部 工 業 �

高 田 産 業 ㈱ �

㈲中島自動車工業�

備 　 考 �請負金額（税込）�入札予定価格（税込）�工　　　期�施行箇所�工　　事　　等　　名�番号�

（単位：円）�

中島自動車工業～米道信夫宅�
梅香園～島田義雄宅�

軽四輪自動車２台�

２７区町内�

中島富三宅～石森義信宅�
中田実宅～しゃんかーる�
池田久信宅～池田哲雄宅�
服部製作所～石黒孝成宅�
嶋田庄三宅～簗場はな宅�
梅本紀二三宅～水上秋夫宅�



No.1

12H16年／4月号�

平成１６年３月１日時点�

健康管理手帳�

雇用保険適用事業所の
所在地�

雇用保険失業給付の受
給に係る住所�

求人申し込みに係る事業
主の住所�

各種助成金（厚生労働省
関係）受給事業所の住所�

自動車検査証・普通自動
車・二輪（１２６ｃｃ以上）�

自動車検査証・軽自動車�

道路占用許可証（国道）�

係属中の民事事件の当
事者等の住所�

恩給受給者の住所�

特許・実用新案・意匠・商
標登録�

左記の手帳をお持ちの方�

左記保険の適用事業所�

左記給付の受給資格者・
離職票保持者�

左記の申し込みをされて
いる事業主�

左記の助成金を受給され
ている事業所�

左記の自動車等の使用者・
所有者�

左記の自動車の使用者・
所有者�

左記の許可証をお持ちの
方�

左記民事事件の当事者
及び利害関係人等の関
係者�

恩給を受給されている方�

左記の登録（出願）をされ
ている方�

不要�

不要�

不要�

不要�

不要�

不要�

不要�

不要�

要�

不要�

要�

・住所変更の手続きは必要ありません。�

・所在地変更の手続きは必要ありません。�

・住所変更の手続きは必要ありません。�

・住所変更の手続きは必要ありません。�

・住所変更の手続きは必要ありません。�

・住所変更の手続きは必要ありません。�
※抹消登録をする場合は、住所の変更登録を行
ったうえで手続きをしてください。（新市名に変
更を希望される方は、新市で発行する変更証
明書を添付して変更登録の手続きをお願いしま
す。）�

・住所変更の手続きは必要ありません。�
※抹消登録をする場合は、住所の変更登録を行
ったうえで手続きをしてください。（新市名に変
更を希望される方は、新市で発行する変更証
明書を添付して変更登録の手続きをお願いしま
す。）�

・住所変更の手続きは必要ありません。�
・住所表示の変更以外の事由で変更するときなど
に併せて手続きしてください。�

・住所が変更になった旨を記載した書面（任意様式）
を当該民事事件を管轄する裁判所に提出してく
ださい。�

・住所変更の手続きは必要ありません。�

・登録済みの方は「表示変更登録申請書」を特許
庁出願支援課に提出してください。�
・出願中の方は「住所変更届」を提出してください。�

富山県労働局安全衛生課�
〒９３０‐８５０９�

富山市牛島新町１１‐７�
℡０７６‐４３２‐２７３１�

砺波公共職業安定所 雇用保険課�
〒９３９‐１３６３砺波市太郎丸１‐２‐５�

℡０７６３‐３２‐２９１４�

同　　上�

砺波公共職業安定所�
職業相談第二部門�

〒９３９‐１３６３砺波市太郎丸１‐２‐５�
℡０７６３‐３２‐２９１４�

同　　上�

北陸信越運輸局�
富山運輸支局登録部門�
富山市新庄町馬場８２�
℡０７６‐４２３‐６６１８�

軽自動車検査協会�
富山事務所�

富山市藤木５２０‐１�
℡０７４‐４２３‐８４７２�

富山河川国道事務所道路管理第一課�
富山市石金３‐２‐３７�
℡０７６‐４２４‐１７０１�

該当民事事件を管轄する最場
裁判所�

総務省人事課・恩給局恩給相談官（室）�
東京都新宿区若松町１９‐１�
℡０３‐５２７３‐１４００�

（社）発明協会富山県支部�
高岡市二上町１５０�
℡０７６６‐２７‐１１５０�

項　　　　目� 該　　当　　者�
窓　　口�

（機関名、住所、電話番号）�手 続 方 法 等 �

住 所 変 更 な ど に よ る 取 扱 い �

要・不要�

　　手続き等のお知らせ�
今回は、国や郵便局などに関係するものについてお知らせし、次号
からは県関係等順次掲載していきます。�

平成１６年３月１日時点�郵便局�

郵便番号�

・郵便貯金通帳�
・証書�
・キャッシュカード�
 （郵便局関係）�

簡易保険証書（郵便局関
係）�

－�

左記の通帳等をお持ちの
方�

左記の証書をお持ちの方�

不要�

不要�

不要�

・郵便番号の変更はありません。�

・合併による市町村名の変更の場合は、預金者の
住所を新市の住所に読み替えますので、住所変
更の手続は必要ありません。なお、通帳及び証
書の住所の訂正を希望される方は、合併後、最
寄りの郵便局に通帳及び証書を持参してください。�

・住所変更の手続は必要ありません。�

最寄の郵便局�

同　　上�

同　　上�

項　　　　目� 該　　当　　者�
窓　　口�

（機関名、住所、電話番号）�手 続 方 法 等 �

住 所 変 更 な ど に よ る 取 扱 い �

要・不要�



13 H16年／4月号�

国関係�

不動産（土地・建物）の登
記簿の所在�

不動産（土地・建物）等に
所有者、抵当権者等とし
て登記されている住所や
本店所在地�

会社等の登記簿に登記さ
れている本店・主たる事
務所や役員の住所�

会社や法人の印鑑証明�

公正証書の住所�

国民年金受給者の住所�

厚生年金保険受給者の
住所�

国民年金被保険者の住
所�

厚生年金保険被保険者
の住所�

政府管掌健康保険被保
険者証�

健康保険高齢受給者証�

労働安全衛生法による免
許証�

労働保険適用事業所の
所在地�

労災保険受給者の住所�

土地・建物の登記簿に旧
市町村の住所や本店所
在地で登記されている方�

旧市町村に本店・主たる
事務所がある会社や法人
及びその代表者�

旧市町村に本店・主たる
事務所がある会社や法人
の代表者�

公正証書を受けている方�

年金を受給されている方�

年金を受給されている方�

左記の保険に加入されて
いる方�

左記の保険に加入されて
いる方�

左記の被保険者証をお
持ちの方�

左記の受給者証をお持ち
の方�

左記の免許証をお持ちの
方�

左記保険の適用事業所�

左記の保険を受給されて
いる方�

不要�

不要�

不要�

不要�

不要�

不要�

不要�

不要�

不要�

不要�

不要�

不要�

不要�

不要�

・所在の変更の手続は必要ありません。�
（法務局で順次修正します。）�

・住所変更の手続は必要ありません。（新市名に
変更を希望される方は、新市で発行する変更証
明書を添付して、登記名義人の住所変更手続を
お願いします。その際には認印が必要です。）�

・本店（主たる事務所）の変更登記の手続は必  
要ありません。法務局で順次修正します。�
・代表取締役等の役員の住所についても法務局
で順次修正します。�
・早急に新市名に変更を希望される方は、法務局
に備え付けの用紙に記載して申し出て下さい。�

・会社や法人の印鑑カードはそのまま利用できます。�

・住所変更の手続は必要ありません。（ただし、合
併前に作成された公正証書に基づき、合併後に
権利義務を実行する際には、新住所の住民票等
が必要となる場合があります。）�

・住所変更の手続は必要ありません。�

・住所変更の手続は必要ありません。�

・住所変更の手続は必要ありません。�

・住所変更の手続は必要ありません。�

・住所変更の手続は必要ありません。�
・市町村名が変更となる所在地の事業主の方は
従業員の方から現在の被保険者証を回収し、社
会保険事務所（または、事務局事務所）の指定
する日に交換してください。�
・従業員の方は、新しい被保険者証の「住所欄」
にご自身で新しい住所を記入してください。�

・住所変更の手続きは必要ありません。�
・市町村名が変更となる所在地の事業主の方は
従業員の方から現在の受給者証を回収し、社会
保険事務所（または、事務局事務所）の指定する
日に交換してください。�
・従業員の方は、新しい受給者証の「住所欄」に
ご自身で新しい住所を記入してください。�

・住所変更の手続きは必要ありません。�

・所在地変更の手続きは必要ありません。�

・住所変更の手続きは必要ありません。�

富山地方法務局砺波支局�
〒９３９‐１３３３砺波市苗加３５３‐２�

℡０７６３‐３２‐２３６１�

同　　上�

同　　上�

同　　上�

高岡公証人役場�
〒９３３‐００２１高岡市下関町１‐１９�

℡０７６６‐２５‐５１３０�

富山社会保険事務局砺波事務所�
〒９３９‐１３９７砺波市豊町２‐２‐１２�

℡０７６３‐３３‐１１６５�

同　　上�

同　　上�

同　　上�

同　　上�

富山社会保険事務局�
砺波事務所�
〒９３９‐１３９７�

砺波市豊町２‐２‐１２�
℡０７６３‐３３‐１１６５�

砺波労働基準監督署第一課�
〒９３９‐１３６７砺波市広上町５‐３�

℡０７６３‐３２‐３３２３�

富山労働局労働保険徴収室�
〒９３０‐８５０９富山市牛島新町１１‐７�

℡０７６‐４３２‐２７３１�

砺波労働基準監督署第二課�
〒９３９‐１３６７砺波市広上町５‐３�

℡０７６３‐３２‐３３２３�

項　　　　目� 該　　当　　者�
窓　　口�

（機関名、住所、電話番号）�手 続 方 法 等 �

住 所 変 更 な ど に よ る 取 扱 い �

要・不要�

住所の表示変更に伴う　　
平成１６年１１月１日から新「砺波市」が誕生することにより、官公署
等で住所の表示変更の手続等が必要になってくる場合があります。�



14H16年／4月号�

３
月
２０
日（
土
）庄
川
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
庄
川
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
ア
ユ
ー
ズ
設
立
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

当
日
は
、
富
山
県
教
育
委
員
会

を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
各
位
を
お

迎
え
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
太

田
国
夫
設
立
準
備
委
員
会
委
員
長

は
、
「
楽
し
み
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
全
体
が
明
る
く
元
気
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
々
に

会
員
と
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

ア
ユ
ー
ズ
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
規
約
や
ク
ラ

ブ
役
員
、
平
成
１６
年
度
の
事
業
計

画
及
び
予
算
に
つ
い
て
の
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。�

ア
ユ
ー
ズ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
健
康
で
明
る
く
潤
い
の
あ
る

生
活
の
実
現
や
、
活
力
に
満
ち
た

豊
か
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
ア
ユ
ー
ズ
へ
の

理
解
を
広
め
、
運
営
基
盤
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
ふ
さ
わ
し
く
、

「
よ
さ
こ
い
」
踊
り
が
披
露
さ
れ

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。�ま

た
、
記
念
講
演
と
し
て
、
富

山
県
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
専

任
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
南
木
恵

一
先
生
か
ら
「
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
と
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
社
会
の
実
現
」
と
題
し
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
設
立
す

る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
ア
ユ

ー
ズ
を
通
し
て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社

会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
目
的

で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
運

営
に
は
左
記
の
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
い
ろ
い
ろ
な
事
例
を
通
し
て

お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。�

①
参
加
か
ら
参
画
へ�

会
員
自
ら
が
ク
ラ
ブ
運
営
に
参

画
す
る
こ
と
。�

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
だ
け
で

な
く
、
提
供
す
る
側
に
も
入
っ

て
も
ら
う
こ
と
。�

②
ク
ラ
ブ
理
念
の
共
有
化�

一
部
の
役
員
だ
け
で
の
運
営
に

な
る
こ
と
な
く
、
み
ん
な
の
力

を
結
集
す
る
こ
と
。�

③
長
期
的
展
望
で
の
運
営�

事
業
計
画
を
立
て
、
事
業
を
展

開
し
、
事
業
評
価
を
行
う
こ
と
。�

設
立
総
会
開
催�

働く婦人の家ソフトエアロビクス教室のみなさん
の「よさこい」�

富山県広域スポーツセンター専任クラブマネジ
ャーの南木恵一氏の講演の様子�



みんなで創ろう！

会
員
の
声�

スポーツで�
ますます健康に！�

�

ねえ、遊ぼう。�
アユーズで！�

現在、クラブ会員を募集してい
ます。皆さんのお申し込みをお
待ちしています。�

お申し込み・お問合せ�

町民体育センター�
　82‐5008

『アユーズ』の設立おめでとうござい
ます。いよいよ新しいクラブが立ち上
がりました。まずは、みなさんに名前
を知ってもらうことだと思います。そ
して、多くの方々に加入してもらいス
ポーツを通して庄川町民がますます健
康になれるといいなと思います。�

『アユーズ』のキャッチフレーズ、「ね
え、遊ぼう。アユーズで！」のように、
町民の皆さんが気軽に遊びに行きたい
と思えるような、楽しくて魅力のある
温かい雰囲気のスポーツクラブだとい
いなと思います。�

15 H16年／4月号�

庄川町スポーツクラブ  アユーズ�

　 理事長　前 田  淳（金屋）�

工藤 美智子さん�
（金屋）�

北田 京子さん�
（青島）�

『アユーズ』は、住民のみなさんの手によって創
りあい、支えあい、育てあうクラブです。�
そこで、運営スタッフとしてクラブづくりにあな
たの才能を生かしてみませんか。自分の余暇を利用
して気軽に協力していただける方を募集しています。�
仕事の具体例として�
● スポーツ教室・イベントの企画・運営�
● クラブ広報誌作成�
● スポーツ指導　など�

平
成
１６
年
度 

ア
ユ
ー
ズ
役
員�

理
事
長 

前
田
　
淳
（
金
屋
）�

副
理
事
長 

太
田
　
国
夫
（
高
儀
新
）�

　
〃 

沖
田
　
昭
夫
（
青
島
）�

理
　
　
事 
２４
名�

監
　
　
事 
白
山
　
久
一
（
金
屋
）�

　
〃 

脊
戸
　
高
志
（
筏
）�

顧
　
　
問 

藤
森
　
栄
次
（
庄
川
町
長
）�

　
〃 

山
田
　
善
久
（
庄
川
町
議
会
議
長
）�

参
　
　
与 

田
上
　
　
弘�

　
　
　
　
　
　
　
（
庄
川
町
教
育
委
員
会
教
育
長
）�

会員募集中！！�

このたび、庄川スポーツクラ
ブ『アユーズ』の理事長を仰

おお

せつ
かりました。�
地域の方々との和を大切にし
ながら、より公益性の高い事業
を展開してまいります。よろし
くお願い致します。�



皆さんからの身近な情報、地域の活動など、
町の情報の提供をお待ちしています。�

　企画調整課 　82-1905

～ まちの出来事 ～�

全国町村議会議長会�
自治功労者（特別功労者）�
表彰を受賞�

生涯学ぼう！�
平成15年度庄川町学習フェスティバル�

黄色いハンカチ運動�
黄色いハンカチはＳ
ＯＳの合図です。こ
の合図を見たら進ん
で声をかけ、手を貸
してあげてください。�

16H16年／4月号�

３月４日（木）富山県市町村会館
において、昭和５５年６月に町議会
議員に当選されてから現在までの
連続６期にわたり、地方自治の振
興と発展にご尽力された功績に対し、
町議会議員の小西　巖さん（青島）
へ全国町村議会議長会より、自治

功労者（特別功労者）表彰が贈られました。�
この間、議長、総務委員長、議会運営委員長、監査委員、議員定数
検討特別委員会の要職を歴任、また、富山県町村議会議長会副会長も
務められ、県内の町村議会活動の発展にも広く関わってこられました。�
現在は、監査委員としてその豊かな経験と識見を発揮されるとともに、
円滑な議会活動に努めておられます。�
今後益々のご活躍をご期待申し上げます。�

庄川町教育文化表彰（敬省略）�
◇功労表彰�
　谷口　弘子（庄） 小西 美代子（金屋）�
　朝倉　捨子（古上野） 小西　照子（青島）�
　中谷　幸雄（青島） 金田　悦男（金屋）�
　　川　和夫（青島） 横田　信子（青島）�
　西野　淑子（湯山） ゆりの会（団体）�
�
第６回読書感想文コンクール（敬省略）�
◇中学生の部�
最優秀賞（北陸中日新聞社賞） 江田　有理（３年）�
優 秀 賞 間馬　瑠美（３年）�
 武田　佳織（１年）�
◇小学生高学年の部�
最優秀賞（富山新聞社賞） 荒井　瑞希（６年）�
優 秀 賞 中嶋　万葉（５年）�
 服部　　楓（５年）�
◇小学生低学年の部�
最優秀賞（北日本新聞社賞） 安谷　明莉（３年）�
優 秀 賞 松井　美咲（３年）�
 有澤　美桜（２年）�
◇読書感想の部�
最優秀賞（読売新聞社賞） 山森　　晃（１年）�
優 秀 賞 原田　有紗（４年）�

３月１４日（日）ふれあいセンターにおいて生涯学
習フェスティバルが開催されました。�
生涯学習活動事例発表で伝統文化子ども玉すだれ、
編竹踊り教室受講者の「越中庄川玉すだれ」「編竹踊
り」が発表されたほか、記念講演では、プロレスラ
ーの馳　浩さんが「ふるさと教育」と題してご講演

されました。�
また、町の社会教育や文
化向上のため尽力された方々
へ教育文化表彰や併せて「第
６回読書感想文コンクール」
優秀作品の表彰が行われま
した。�



車いす対応車が�
入りました�

「桜」満開に向け、作業開始�

春の火災予防運動が�
実施されました�

17 H16年／4月号�

このたび、（財）日本財団より町社会
福祉協議会へ車いす対応車整備費の助
成をしていただき、車いす対応の軽自
動車を購入しました。�
（財）日本財団では、社会福祉の増進
に寄与し、誰もが安心して暮らせる地
域社会の構築を目指して、平成６年よ
り福祉車輌の支援をしておられます。
現在、財団仕様の車いす対応車や訪問
入浴車が、全国で７，１５０台余り活躍し
ています。�
助成に感謝するとともに、車輌を有
効に活用させていただきたいと思います。�

町の花木である「江戸彼岸桜」を守り育てよう
と、今年も「砺波嵐山桜保存会」の皆さんが、作
業を再開されました。�
今年は、予想以上に雪が積もり、雪の重みで
折れた枝が多く、新しく購入されたチェンソー
を片手に、枝打ち作業に汗を流されました。�
今年は３名の方々が新たに会員に加入され、
総勢３２名の皆さんが防除、下草刈りなどに活躍
されています。�
会員の皆さんの努力が実り、きれいな花を咲
かせてくれるといいですね。今年の開花は、
４月初旬を予想しています。�

今年も春の火災予防運動が３月２０日～２６
日まで行われ、期間中には事業所の避難・
消火訓練が積極的に行われました。その中
でも地区の民生委員と庄川町消防団女性団
員による高齢者宅防火診断は女性らしい細
かな気配りと優しい口調が訪問宅で大変好
評でした。�
これからは暖かい気候が続いて空気が乾
燥し、火災の発生しやすい季節となります。
これまで以上に火の取扱いには注意しまし
ょう。�



◆開館時間 火～木曜日 9：30～18：00�
 金　曜　日 9：30～20：00�
 土・日・祝日 9：30～17：00�
◆休 館 日 月 曜 日　5日、12日、19日、26日�
 振替休館　30日�

 小　説 残虐記 桐野　夏生�
  帰ってきたアルバイト探偵 大沢　在昌�
  不運な女神 唯川　　恵�
  慟哭 佐木　隆三�
  香乱記　中巻 宮城谷昌光�
 エッセイ 同時代を生きて 瀬戸内寂聴�
 一般書 人民の母　　穎超 高橋　　強�
  トヨタのキャッシュフロー戦略 丸山　弘昭�
  自分を完全肯定できますか 日木　流奈�
 児童書 ノンタンいたいのとんでけ～☆ キヨノサチコ�
  いったでしょ 五味　太郎�
   ほか多数�

BOOK
おすすめの一冊�

図書館�

※この他の新着図書は、庄川町ホームページで紹介しています。�

■新着図書�

お知らせ 図書館で絵本や紙芝居などの読み聞かせをする�
 『おはなしのじかん』を始めます。どうぞ気軽に�
 遊びにきてください。�
 日時　4月24日（土）午後2時～�
 場所　庄川町立図書館　児童室�

18H16年／4月号�

町内の５つの小学校が統合�

鵡川中央小学校、開校�

国  際�
No.１０９�

今まで鵡川町内には、小学校が７校、中
学校が１校でしたが、少子化による児童数
の減少や子どもたちの良好な教育環境を確
保するため小学校の再編成を行うこととなり、
平成１２年度から関係者との協議を重ねた結果、
本年４月から鵡川小学校、田浦小学校、二
宮小学校、春日小学校、花岡小学校の５校
が対等の立場で統合し、各校の中心に位置
する市街地に「鵡川町立鵡川中央小学校」を
開校しました。これにより鵡川町の小学校は、
「中央小」のほか、宮戸小学校、生田小学校
の３校となります。�
統合後の校名は、広く児童や保護者、町
民から募集し、有識者からの意見も聞くな
かで教育委員会で選考。主に、①新たにス
タートすることから新校名とする、②「鵡川」
という地名を冠した校名、③「中央」を付け
ることで位置や統合を表す、などの理由か
らこの校名に決定しました。�
なお、中央小学校の開校式は４月６日に
行われ、統合した各小学校の歴史と特色あ
る教育活動を受け継ぎ、総合的な学習や特
色ある教育が進められることと思います。�

むかわ�
No.９４�

イギリスって�
どんなとこ？⑦�

　ゆず香ちゃんが、ルーカスさんに「イギリスの迷信」
についてインタビューしました。�
ゆず香　イギリスの迷信について教えて下さい。�

ルーカス　まずは幸運（good luck）を呼ぶ迷信からあげて
みます。�
黒猫に出会えば良いことがある。／山で木に触れると良いことがある。

例えばスキーに出かけて木に触れると事故に合わない。／四つ葉の

クローバーを見つけたら良いことがある。（日本も同じ）／戸口に
て

蹄
い

鉄
てつ

（馬のひづめにつける金具）を下げておくと、幸運が訪れる。逆さま

に吊るすと不幸になる。／月の初日に“white rabbits（白兎）”と言

えば幸運が訪れる。／秋に落葉をキャッチしたら、良いことがある。／

乳歯が抜けたら、寝るとき枕の下に置くのが良い。朝になれば、歯の

妖精がやってきてお金に替えてくれる。／「７」はラッキー・ナンバーだ

が、「１３」はアンラッキー・ナンバーである。／子どもが熊にまたがると、

咳がでなくなる。�

次に悪運（bad luck）を呼ぶものをあげてみましょう。�
はしごの下を通ると不幸が起きる。／鏡を割ったら、７年間悪運がつ

きまとう。／カササギが１羽でいるところを見たら不幸が訪れるが、２羽

以上でいるところを見たら良いことがある。見かけたらお辞儀するの

が良い。／塩をこぼしたら悪運に見舞われる。もしこぼしたら、悪運が

こないように肩越しに捨てるのが良い。／室内で傘を広げれば、不幸

になる。／テーブルに新しい靴を置けば、不幸になる。／階段で誰か

とすれ違うと不幸になる。／道路の裂け目を歩くと不幸になる。あな

たかお母さんのどちらかの背骨が折れてしまうだろう。／１３日の金曜

日は一番不吉な日である。／雀が家に入ってきたら、誰かが亡くなる

兆候である。それを避けるために雀はすぐ殺さなければならない。もし

生かしておくと捕らえられた人は死んでしまうだろう。�

　日本の迷信と比較してみると、いろいろ面白いことがわかると
思います。どうして迷信が生まれるのか考えてみるのも良いか
も知れませんね。�

鵡川中央小学校としてスタートする�
旧｢鵡川小｣校舎�

「虹の生涯 上・下巻」�
　　　　　　　 森村　誠一 著�

幕末、井伊大老の首級を取り
消した功績で召し出された元
公儀御庭番四人組は、密命に
より新選組の影の支配者に。
四人組の活躍を通して新選組
の全軌跡を追う歴史巨編。『歴史と旅』『歴史読本』
連載に加筆して単行本化。�
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● 一般相談 毎週水曜日 ● 障害者相談 4/7（水）�
● 健康相談 4/9（金） ● 介護相談 4/14（水）�
● 人権相談 4/15（木） ● 行政相談 4/21（水）�
※法律相談は奇数月の第４金曜日になりました。�

4/6（火）～15（木）�
春の全国交通安全運動�

4/11（日）�
庄川町消防団春季訓練�

4/11（日）　午前8時～�
交通安全町民大会�
場　所　町民体育センター�

5/3（月）～5（水）　午前9時～午後5時�
庄川木工まつり�
場　所　水記念公園�

4/23（金）～5/5（水）　午前8時～午後6時�
砺波チューリップフェア�
場　所　砺波チューリップ公園�

4/29（木）�
みどりの日緑化活動�
場　所　水記念公園 他�

4/15（木）　市町村合併まであと200日�

行 事 名 �対 象 者 �日　　程� 受 付 時 間 �実施場所�

H1 6 . 1月生�

希 望 者 �

H15.1～8月生�

H15.9～12月生�

中 学 3 年 �

4月5日　5月10日�

〈一般診療〉�
  4月 11日（日） 山 之 内 医 院 （福野） 　22‐1541�
  4月 18日（日） 安達外科医院 （福野） 　22‐2123�
  4月 25日（日） 伊　東　医　院 （福野） 　22‐6710�
  4月 29日（木） 伊　藤　医　院 （城端） 　62‐0028�
  5月  2日（日） 石黒外科医院 （福光） 　52‐3800�
  5月  3日（月） 産婦人科内科金子医院 （福光） 　52‐0800�
  5月  4日（火） くぼクリニック （福野） 　22‐7799�
  5月  5日（水） 佐　伯　医　院 （福光） 　52‐0689�
  5月  9日（日） 柴　田　医　院 （福野） 　22‐2011�
〈歯科診療〉�
  4月 11日（日） 新谷歯科医院 （福光） 　52‐4200�
  4月 18日（日） 棚田歯科医院 （福光） 　52‐0296�
  4月 25日（日） 成瀬歯科医院 （福光） 　52‐0552�

  4月 29日（木） 島田歯科医院 （福岡） 　64‐2172�
  5月  2日（日） 得能歯科医院 （福光） 　52‐5700�

  5月  3日（月） ふかだ歯科医院 （福岡） 　64‐8002�
  5月  4日（火） 桜木歯科医院 （砺波） 　32‐4188�
  5月  5日（水） 菅野歯科医院 （砺波） 　32‐2151�
  5月  9日（日） 芳尾歯科医院 （砺波） 　32‐2834

��

�

��

��

��

4月27日�

毎週金曜日�

4月26日�

4月28日�

5月7日�

年　間�

（要予約）�

3か月児健康診査�

健 康 相 談 �

三 種 混 合 �
第Ⅰ期（初回）�

�

麻 し ん�

風 し ん�

砺波厚生センター�

保健センター�

保健センター�
�

庄川中学校�

平川医院�

PM1：00～1：30�

AM9：30～12：00�

PM1：00～2：00�

PM1：00～1：30�

�

AM9：00～12：00�
（但し日曜は除く）�

日 本 脳 炎 �
第 Ⅲ 期 �

満1歳の誕生
日以降に町内
医療機関で受
けてください。�

期　　　間　４月６日（火）～１５日（木）�
スローガン　安全は ゆずるやさしさまつゆとり�
重　　　点�

１．自転車の安全利用の推進�
２．シートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底�

３．飲酒運転等悪質・危険な運転の追放�

交通安全町民大会�
４月１１日（日）　午前８時～�
町民体育センター�

（0766）�

（0766）�

（火）�

（月）�

（水）�

（金）�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

火�

水�

月�

金�

土�

木�

日�

月�

新任式・始業式　小学校�
始業式　中学校�

入学式　小学校�

入学式　中学校�

町民前期ゲートボール大会　8：00～　種田農村公園�

狂犬病予防注射　9：00～　町内�

全血献血　12：45～　役場前�

第8回北日本新聞社杯町民ペタンク大会　8：45～　町民運動場�

振替休業　中学校�

第29回春季町民野球大会　7：30～　町民運動場�

振替休業　小学校�

平成16年度町民ゲートボール大会�
9：00～　舟戸橋河川敷ゲートボール場�

農村環境改善センター　13：30～15：30
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■健康診査・相談・予防接種のお知らせ■�

（診療時間　午前9時～午後5時）�
■日曜・祭日連絡医院■�

春の全国交通安全運動�



元気っ子庄川っ子元気っ子庄川っ子

４月１７日（土）午前９時より庄川パットゴルフ場をオープ
ンします。�
気軽にどなたでも遊べるパットゴルフで楽しいひととき
を過ごしてみませんか？�

プレイ料金　大人 ５００円�
　　　　　　小学生以下 ３００円�

問合先　庄川パットゴルフ場 　８２‐５３５３�

15 ツや運動分以上継続してスポーツや運動を！�
『チャレンジデー2004 in 2004 in 庄川』開催！！�5月26日�（水）�

たくさんのご利用�
お待ちしています�

●●●●●●●●●●�チャレンジデーとは？�

●●●●●●●●●�今年の対戦相手は？�

●●●●●●●�今年の目標は？�

15分以上継続してスポーツや運動を！�
『チャレンジデー2004 in 庄川』開催！！�
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スポーツ�スポーツ�結 果 �
第９回町民室内ペタンク大会�
と　き　２月２２日（日）�
ところ　町民体育センター�
参加チーム　３６チーム�
１位　２０区Ａ（川辺俊雄・小西　武・中川　勲）�
２位　中屋敷Ｂ（上田信一・安達桂子・上田敏子）�

�
第１１回全日本スノーボードテクニカル選手権大会�
と　き　２月２７日（金）～２月２９日（日）�
ところ　尾瀬戸倉スノーエリア（群馬県）�
アルパイン部門　男子４位　倉田英毅�
�
第２２回東西砺波郡民体育大会冬季大会スキー競技会�
と　き　２月２９日（日）�
ところ　イオックス・アローザスキー場（福光町）�
ジャイアントスラローム（大回転）�
　総　　　合　３位　庄川町�
　一般男子Ｄ　１位　水本　俊一�

　一般男子Ａ　１位　井上　昌裕�
　一般男子Ｃ　２位　冨樫　雄二�
�
第７回町民ソフトバレーボール大会�
と　き　３月５日（金）～６日（土）�
ところ　町民体育センター�
小学生の部　参加チーム　９チーム�
　各コート　１位　蜂

はち

鮎
あゆ

チーム、まふみさチーム、�
　　　　　　　　　もんじゃ焼きチーム�
一般の部　参加チーム　８チーム�
　１位　２５区　　２位　中学男子Ａ�
�
第１７回町男女混合ビーチボール大会�
と　き　３月７日（日）�
ところ　町民体育センター�
参加チーム　１３チーム�
　１位　Ｉ、Ｉクラブ　　２位　チューリップＡ（砺波市）�

人口規模がほぼ同じ自治体間で、午前０時～午後９時
までの２１時間の間に、１５分間以上続けてスポーツや運動
を行った住民の参加率（％）を競い合い、敗れた場合は相
手の町の旗を１週間役場庁舎のメインポールに掲揚する
というユニークなスポーツイベントです。�
�
�
今年も姉妹都市である北海道鵡川町と対戦し交流します。�
�
�
目標参加率：６１％（昨年の結果：５０．４％）�
目標参加者数：４，４５０人（昨年の結果：３，６５５人）�

詳しい内容につきましては、５月号の広報でお知らせい
たします。�

昨年５月２８日（水）の様子�
上：エアロビクス体験　下：『チャレンジデー』ラジオ体操�



６年生の子
どもたちは、「卒業に向け

て」のテーマについて自分たちにで
きること、残したいことなどについ
て話し合いを重ねてきました。その
結果、各学年の子どもたちと一緒に
大縄とび、ドッジボール、バスケッ
トボールなどを行い、交流を深めま
した。また、校舎内で日ごろ行き届
かない場所を見つけ、念入りに掃除
をしました。�

一方、５年生の子どもたちが中心
となって３月５日、「卒業生を送る会」
を行いました。１年生から５年生が
ペンダントを贈ったり、出し物を考
えて演じたりしました。お礼に、６
年生からは器楽演奏があり、各教室
に手作りの本棚のプレゼントがあり
ました。�
温かい心のふれあいを残して、「庄
川町立」としては最後となる卒業生
６７名は、３月１７日巣立っていきました。�

�
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中学校�中学校�
同窓会入会式�同窓会入会式�
３月１５日（月）卒業式を翌日

に控え、卒業記念品授与式、
同窓会入会式、学校賞授賞式、ＰＴＡ卒業記念品
授与式ならびに、義務教育９カ年精勤者の表彰式
が行われました。�
町を代表して田上教育長が卒業記念品を授与し、
よき友、よい友達とよい先輩をもつことを大切に
すること、個性を伸ばすこと、「おはよう」「あり
がとう」のあいさつを大切にすることなど、卒業
生にはなむけの言葉を贈りました。また、第３回
卒業生である同窓会長の松村 樹氏からは、卒業当

時の思い出とともに、一生懸命続けて努力するこ
との大切さについて話されました。さらに、庄川
中学校ＰＴＡ会長の小西吉一氏、となみ東ライオ
ンズクラブの斎藤譲一氏などが受賞や記念品授与
のために出席され、励ましの言葉とともに、卒業
する生徒たちを祝福しました。�
生徒たちは、真剣な眼差しで話に聞き入り、卒
業に向けて気持ちを新たにしていました。�

�

保育所は私たちの大きな家�保育所は私たちの大きな家�

小学校�卒業に向けて�卒業に向けて�

朝、１・２歳児のクラスに
５歳児の子どもたちが行き、
「もみじさん一緒に遊ぼう」と
声をかけ、さっそくままごと

遊びが始まりました。「カレーライスを作ろうよ」
「お弁当もできるよ」とテーブルやお茶碗を出して
ご馳走を作り、積み木で窓を作ってカウンターも
出来上がりました。「こんにちは、ジュースをく
ださい」「はい、どうぞ」とお兄ちゃん、お姉ちゃ
んのしぐさを見て、小さい子どもたちも一緒にお
客さんになったり、お店屋さんになったりと思い
思いに楽しんでいます。�

平屋建てで自分の周りを見渡せる規模の園舎の
中では、子どもたちは年齢にとらわれず、お互い
に保育室を行き来し、遊びを通して大きい子が小
さい子の世話やトラブルの仲裁をしたり、遊びの
伝承をしたりし
ています。家庭
的な雰囲気の中
で日常的に異年
齢の交流を図れ
るのも、小規模
保育所ならでは
のことでしょう。�

�

雄神保育所�雄神保育所�



ふれあいセンター「ふれあい友の会」では、毎年県内の文化ホールの公
演等を中心に、他館鑑賞会を実施しています。只今、会員を募集中です。�

入会費　１，０００円〔年会費・傷害保険料含む〕�

鑑賞料　その都度参加される方より集金します。なお、交通費一部負担
金として県西部３００円・県東部５００円も必要となります。�

鑑賞プログラム�
４／１８（日）１３：００開演�
 宝塚歌劇月組「ジャワの踊り子」 オーバードホール�
５／１（土）１４：３０開演�
 加山雄三スーパーコンサート クロスランド小矢部�
６／４（金）１９：００開演�
 仏・オーヴェルニュ管弦楽団演奏会 砺波市文化会館�
６／２４（木）�
 「大角勲展」と県内企業見学 高岡市美術館ほか�
８／７（土）１４：００開演�
 国立ボリショイサーカス富山公演 県総合体育センター�
９／１１（土）１３：００開演�
 演劇「華岡青州の妻」 砺波市文化会館�
 出演　池内淳子・勝野洋 ほか�

入会申込・問合先　庄川ふれあいセンター 　８２‐５００７�

～ ふれあいセンター前より会場までバスを運行します ～�
平成16年度 庄川ふれあいセンター「ふれあい友の会」会員募集�

5月3日（月）～5日（水）�
午前9時～午後5時�
水記念公園 おまつり広場�
内　容�
庄川挽物を一堂に集め、ケヤ
キの名木や形の変わった珍木な
どを販売する木材市のほか、白
木の皿に絵付けを楽しむ体験コ
ーナー、工作教室や日本一の大
型ロクロの実演も行います。�

上級救命講習について�

砺波広域圏消防では、重傷者に
対して一般の方が適切な応急処置
を行えるように上級救命講習を開
催しています。８時間の講習で各
年齢に応じた心肺蘇生法や止血法
を受講していただきます。受講資
格は特に無く、料金も無料です。
どなたでもお気軽に受講ください。�

日　時　４月２５日（日）�
　　　　午前９時～午後６時�

講習会場�
砺波広域圏砺波消防署２階講堂�

講　習　上級救命講習�

申　請　井波庄川消防署�

準備品　昼食、内履き、筆記用具�

問合先　砺波広域圏井波庄川消防署�
　８２‐０１１９�

富山県最低賃金について�

富山県内の全労働者に適用され
る「富山県最低賃金」は、平成１５
年度 時間額６４４円（据置き）とな
りました。�
また、特定の業種の労働者に適
用される９種類の「産業別最低賃
金」のうち１５年度改正された「自
動車・同附属品製造業最低賃金」は、
平成１６年３月７日から日額：廃止、
時間額：７６９円（据置き）となりま
した。�
また、「自動車（新車）小売業最
低賃金」については、平成１６年３
月２４日から日額：廃止、時間額：
７３９円（据置き）となりました。�
富山労働局では、「まず、チェ
ック！働くルールの最低賃金」を
キャッチフレーズに、最低賃金の
周知徹底をはかることとしていま
す。詳細については、下記までお
問合せください。�

問合先　砺波労働基準監督署�
　　　　　３２‐３３２３�

「森林は地球を守る宝物」緑の募金にご協力お願いします�

緑と水のふるさと、心のふるさとである森林を「自らの手で守り育てる」
身近な取組みとして、緑の募金を実施します。�

募集期間　４月～５月　　　１世帯当たり　１本１００円以上�
※募金の取りまとめは、各区長さんにお願いしていますので、皆さんのご協力をお願いします。�

問合先　産業建設課 都市計画係 　８２‐１９０４�

問合先　庄川木工まつり実行委員会 　８２‐４３１６�
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庄川木工まつり開催�



標準小作料・農作業標準料金が改訂されました�

犬の狂犬病予防注射の接種は飼
い主に義務付けられています。�
下記の日程で予防注射を実施し
ますので、必ず受けさせましょう。�

注射予防実施日程　４月１３日（火）�

※当日、予防注射を受けない場合、かかりつ
けの獣医で注射をし、役場まで必ず届け
出てください。�
（詳細については、狂犬病予防注射案内
のハガキをご覧ください。�

問合先�
住民課 保険衛生係�
　８２‐１９０２�

狂 犬 病 予 防 注 射 は�
必 ず 受 け ま し ょう�

 場　　所 時　　間�

庄川町役場 ９：００～１２：００�

雄神体育館 １３：３０～１４：００�

種田コミュニティセンター １４：３０～１５：００�

この時期、進学や就職に伴う保
険の異動が多くなる時期です。転
入や転出など国保の資格に関する
異動の届出は１４日以内にお願い
します。�

加入の届出が遅れると�
国保加入資格が発生した日ま
でさかのぼって国保税を納めて
いただくことになります。また、
その間は保険証がないので、医
療費は全額自己負担になります。�

資格喪失の届出が遅れると�
資格がないのに、国保の保険
証を使用してしまうと、後で国
保が負担した医療費は、返還し
ていただくことになります。ま
た、新たに加入した職場の健康
保険等と国保の両方に保険料
（税）を納めてしまうこともあ
ります。�

問合先　住民課 保険衛生係�
　　　　　８２‐１９０２�

国民健康保険の加入、喪失
に関する届出はお早めに�

９,１００�

１,９２０�
7,９５０�
５,7５０�
１３,４００�
５,９５０�
６,３５０�
１２,３００�
６,６００�
８,３００�
１,３００�

１９,１００�

９,８００�
５,５００�
１,１００�
１,０００�
９,０００�
６,０００�
４,０００�
１５,０００�
３,０００�
８,０００�
４,２００�
３,２００�
２,０００�
３,５００�
２,０００�
３,５００�
１８,３００�
３,２００�
１,６００�
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町農業委員会では、３年ぶりに標準小作料と農作業標準料金の見直し
をされました。料金は、全て据え置きとなっています。小作料の支払い
や機械利用料等の参考にしてください。�

標準小作料�

農作業標準料金�

区分�

項　　　目� 単位�
料金（円）�
税抜� 税込�

備　　　考�

級　地�単収（㎏）�標準小作料（円）�

（１０a当たり）�

適用期間　平成１６年～平成１８年�
※この表は、全面積に水稲を作付けしたもの
として算出しています。�

※この標準小作料の額は、借主（小作者）が
用水費・土地改良費（維持管理に要する
経常的費用）を支払ったものとして算定し
てあります。�

大
型
圃
場�

１級地�
２級地�
３級地�

４８０�
４６０�
４３０�

１１，７００�
６，５００�
１，４００�

未
整
備
田�

１級地�
２級地�
３級地�

４８０�
４６０�
４３０�

６，７００�
１，４００�
１００�

適用期間　平成１６年～平成１８年 ※（注）については、１区画１０a未満の田は２０％増�

農作業（一般）�

オペレーター�
耕耘機荒起�
　〃　代かき�
　〃　荒起・代かき�
トラクター荒起�
　〃　　代かき・均平�
　〃　　荒起・代かき・均平�
田植機�
側条施肥田植機�
動力散布機�

コンバイン刈取�

乾燥料�
秋起し・作溝料�
ブロードキャスター�
畦塗り�
耕耘・整地・播種�
耕耘・整地�
播種�
コンバイン刈取�
乾燥料�
耕耘・整地・播種�
播種のみ�
培土（カルチャー）�
管理機使用料�
収穫機使用料�
脱粒機使用料 非自走式�
　　〃 自走式�
コンバイン刈取�

草刈機（請負）�
防　除（液剤）�

１日�
（８時間）�
１時間�
１０ａ�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�

〃�

〃�
〃�
〃�
１０ｍ�
１０ａ�
〃�
〃�
〃�

１００㎏�
１０ａ�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
１時間�
１０ａ�

９,５５５�

２,０１６�
８,３４７�
６,０３７�
１４,０７０�
６,２４７�
６,６６７�
１２,９１５�
６,９３０�
８,７１５�
１,３６５�

２０,０５５�

１０,２９０�
５,７７５�
１,１５５�
１,０５０�
９,４５０�
６,３００�
４,２００�
１５,７５０�
３,１５０�
８,４００�
４,４１０�
３,３６０�
２,１００�
３,６７５�
２,１００�
３,６７５�
１９,２１５�
３,３６０�
１,６８０�

�
オペレーター含む�
 〃�
 〃�
 〃 （注）�
 〃 （注）�
 〃 （注）�
 〃 （注）�
 〃 （注）�
 〃  ホース持ち除く （注）�

オペレーター含む�
ほ場状況（倒伏、軟弱田 （注）�
等）３０％以内の割増�

運搬料含まず （注）�
オペレーター含む�
 〃�
 〃�
 〃�
 〃�
 〃�
 〃�
持ち込み（生重）�
オペレーター含む （注）�
 〃 （注）�
 〃 （注）�
オペレーター、油代含まず�
 〃�
オペレーター含まず�
油代含む�
オペレーター含む （注）�
 〃�
薬剤含まず�
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申込・問合先　チューリップバルーン実行委員会 　３２‐２２１６�

4月17日（土）～18日（日）�
中村多目的グラウンド�
（チューリップ公園横）�

17日 午前7時～ 開会式�
 午前7時30分～ 競技飛行�

18日 午前7時～ 競技飛行�
 午前11時～ 表彰式�

申込・問合先　砺波子供歌舞伎曳山振興会 　３３‐２１０９�

4月16日（金）～17日（土）�
出町市街地�

チューリップフェア開催にあ
わせて特別公演も行われます。�
※フェア入場券が必要です。�

と き 4月29日（祝）�
 午前10時50分～�
　　　午後 2時～�

場 所 砺波市文化会館�
　　　 大ホール�

抽選で2名様に熱気球の体験飛行！�
※好天の場合実施。現地で抽選を行います。�４月１日からクリーンセンター

となみへ、直接ごみを持込された
場合の料金が変わります。�

持込ごみ手数料�
可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ゴミ�
５０㎏まで２００円�
５０㎏を超え１０㎏増すごとに５０
円加算�

がれき類�
（コンクリートくず、瓦、焼却灰）�
１００㎏まで５００円�
１００㎏を超え１０㎏増すごとに�
１００円加算�

タイヤ（ホイール付可）、バッテリー�
３００円／本・個�

問合先　住民課 保険衛生係�
　８２‐１９０２�
クリーンセンターとなみ�
　３２‐５６４８�

クリーンセンターとなみからのお知らせ�

４月１日から持込料金
が 変 わ り ま す�

献 血 の お 知 ら せ�

あなたの献血が、多くの患者さ
んの力になります。ご協力をお願
いします。�

内　容　全血献血（２００ml・４００ml）�

実施日　４月１６日（金）�

受付時間　１２時４５分～１６時�

場　所　庄川町役場�
※今回成分献血は行いません。�

24H16年／4月号�

チューリップ畑の上を飛ぼまいけ！�

チューリップバルーン2004
チューリップ畑の上を飛ぼまいけ！�

チューリップバルーン2004

・・・・・・・・・・・ 砺波市からのお知らせ ・・・・・・・・・・・�

30機の気球が、となみ野の空
を鮮やかに彩ります。�

二百年を超える砺波の伝統文化！�

出町子供歌舞伎曳山祭り�
二百年を超える砺波の伝統文化！�

出町子供歌舞伎曳山祭り�
今年は中町曳山方の当番年。�
「鎌倉三代記三浦別れの段」を
熱演します！�

区　長　紹　介�
平成１６年度、各区をお世話いただく区長の皆さんです。１年間よろしくお願いいたします。（敬称略）�

１区�
２区�
３区�
４区�
５区�
６区�
７区�

８区�
９区�
１０区�
１１区�
１２区�
１４区�
１５区�

１９区�
２０区�
２１区�
２２区�
２３区�
２４区�
２５区�

２６区�
２７区�
３８区�
２８区�
３０区�
３１区�
３３区�

３４区�
３５区�
３６区�

永田　博久�
南部　　修�
安達　達明�
雄川　明夫�
川上　光泉�
藤森　　稔�
志部谷　潔�

山本　滿則�
杉森　孝雄�
島田　好彦�
齋藤　八郎�
神下　　茂�
高田　修二�
千秋　隆男�

山本　　昇�
小西　　武�
斉藤　直己�
瀬川　　勲�
金平　政雄�
藤元　修宗�
石黒　吉弘�

沖田　彰広�
但田　　進�
上野　菊治�
村井　義為�
武田　正則�
松本　忠美�
中嶋　武夫�

原　　忠克�
田中　　勲�
室田　篤広�



庄川美術館�

庄川町水資料館�庄川町水資料館�
ダムと流木運搬施設 ６/１（火） ～ ８/２２ （日）�
ダム建設反対運動 ９/１（水） ～ １１/２２ （月）�
庄川と小矢部川 １２/１（水） ～ ３/２２ （火）� 人

事
異
動�

民芸館�民芸館��

25 H16年／4月号�

創立４０周年記念 庄川町美術協会会員展�

水の町美術展�
４/１１（日）～５/９（日）�

町美術協会創立４０周年を記念して
町美術協会会員の作品の他に、当美術
協会の発展にご尽力された澤田 政廣（芸
術院会員）、清原 啓一（芸術院会員）、
大場 松魚（重要無形文化財保持者）な
どの諸先生方の特別展示や、物故会員
の遺作展示も行います。皆さんのご来
館をお待ちしております。�

開館：午前９時～
午後４時／火曜日・
祝祭日の翌日休館�
（但し、５／４開館）�

開館：午前９時～午後５時／火曜日休館�

　皆様からのご厚志に対し、深く感謝申
し上げ、有効に活用させていただきます。�

善 意 の 窓 �
■福祉資金として�
▽庄川町青島 杉森　清文さん�

（亡母の供養に１０万円）�
▽庄川町三谷 森田　　昇さん�

（亡父の供養に１０万円）�
▽庄川町金屋 神下さち子さん�
（介護用ベッド１台・エアーマット１枚）�
▽庄川町役場ひまわりの会（２，６２３円）�
■各保育所父母の会より（３２万円相当）�
東山見保育所へ�
木目ブックラック　１台�
木目半円形テーブル　２台セット�
からくり時計　１台�
青島保育所へ�
ＣＤラジオカセット　２台�
パーソナルＭＤシステム　１台�
ソフトベンチ　３台�
雄神保育所へ�
巧技台　１台�
トロピカルアクションジムの踊り場�
種田保育所へ�
ブロック　１セット�
ままごとテーブル　５台�
幼児用乗り物　２台�
赤ちゃん絵本　１セット�
■庄川小学校へ�
▽庄川小学校平成１５年度卒業生一同�

（テント　１張り　１３万円相当）�
▽庄川小学校ＰＴＡ�

（花台　６台　８万円相当）�
■庄川中学校へ�
▽庄川中学校平成１５年度卒業生一同�
（木彫移動黒板　２台、ＯＨＰ用５脚　
スクリーン　１台　１９万円相当）�
▽庄川中学校ＰＴＡ�
（業務用石油ストーブ　１台、石油ファン
ヒーター　１台　８万円相当）�

４
月
１
日
付�

【
異
動
】�

【
新
規
採
用
】�

【
退
職
】
　
３
月
３１
日
付�

【
昇
任
・
昇
格
】�

平成１６年度 企画展のご案内�

屏風・額装展 6/1(火) ～ 8/22 （日）�
世界の人形・軸装展 9/1(水) ～ 11/22 (月)�
特別企画展 12/1(水) ～ 3/22 （火）�

開館：午前９時～午後５時�
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屋
根
雪
の
ポ
タ
ポ
タ
ポ
ツ
タ
ン
午
後
三
時�

風
陰
の
名
残
あ
わ
き
雪
を
踏
む�

古
寺
の
堂
の
前
庭
雪
の
山�

懐
も
体
も
寒
し
雪
三
日�

晩
学
の
道
に
日
の
照
る
梅
眞
白�

陽
を
浴
び
て
鳥
も
遊
び
し
春
田
か
な�

枯
れ
ハ
ー
ブ
か
き
わ
け
よ
け
て
蕗ふ

き

の
と
う�

合
格
を
告
げ
る
一
浪
の
弾は

ず

む
声�

老
梅
の
二
輪
三
輪
今
朝
の
庭�

ト
ー
ン
チ
ヤ
イ
ム
春
の

し調ら
べを
運
び
け
り�

春
の
水
瀬
音
を
集
め
山
裾す

そ

を�

子
の
散
る
や
雪
間
の
土
を
踏
み
つ
け
て�

春
一
番
杉
の
梢
を
鳴
ら
し
た
り�

寒
明
く
る
川
面
に
揺
る
る
猫
柳�

春
濤
に
缶
蹴け

り
の
声
吸
ひ
込
ま
れ�

笛
太
鼓
仕
舞
ひ
て
雛
の
鎮
り
ぬ�

遠
き
日
の
母
の
そ
び
ら
や
黄
沙
降
る�

牧
か
ら
の
便
り
と
届
く
浅あ

さ

葱つ
き

よ�

木
の
皮
に
へ
ば
り
て
春
の
団
子
虫�

畑
打
つ
や
幾
た
び
仰
ぐ
遠
剣つ

る
岳ぎ�

暾ひ

を
包
む
雲
も
も
色
や
雛
祭�

め
ば
る
よ
りう
潮し

お
滴
る
起き

し舟ゅ
う
祭さ

い�

身
を
責
め
て
農
婦
に
過
ぎ
し
村
女び

と

の
老
い

づ
き
多
し
我
の
と
も
が
ら�

ポ
ツ
ト
の
湯
で
淡
々
と
し
て
御
点
前
の
一

服
の
茶
に
や
す
ら
ぐ
ひ
と
日�

ド
忘
れ
し
隣
の
部
屋
へ
行
き
来
し
て
漸
く

明
か
す
財
布
の
置
き
場�

連
れ
添
ひ
て
五
十
九
年
支
え
合
ふ
夫
の
寝

顔
を
じ
つ
と
見
守
る�

愛
ら
し
き

か態た
ち
で
猿
は
座
り
を
り
町
並
寒
き

誰た

が
捨
て
た
る
や�

ひ
な
祭
り
老
い
も
幼
も

お
女み

な
と
て
雛
壇
照
ら

す
雪
洞
を
恋
ふ�

家
族
皆
携
帯
電
話
持
ち
て
ゐ
て
老
人
二
人

持
つ
事
も
な
く�

波
に
乗
り
て
し
な
や
か
に
細
き
首
延
べ
て

餌
を
食
み
遊
ぶ
白
鳥
の
群�

た
の
し
み
は
一
つ
な
る
な
り
雪
の
日
は
炬

燵
に
籠
も
り
酔
ひ
さ
め
る
時�

少
年
の
睫
毛
も
長
く
閉
じ
ら
れ
て「
少
年
ジ

ャ
ン
プ
」は
見
開
き
の
ま
ま�

薔
薇
の
絵
の
二
号
ば
か
り
が
あ
か
あ
か
と

我
が
玄
関
の
壁
に
咲
き
た
り�

桃
の
節
句
過
ぎ
た
と
云
ふ
に
い
つ
ま
で
も

粉
雪
降
り
て
老
い
身
に
つ
ら
き�

桃
の
花
一
枝
飾
れ
ば
ひ
な
ま
つ
り
雛ひ

な

壇だ
ん

な

く
も
ひ
と
と
き
華
や
ぐ�

声
出
せ
ば
皹
割
れ
し
さ
う
な
凍
み
し
朝
昨

夜
よ
り
の
水
蛇
口
を
落
つ
る�

玉
す
だ
れ
友
と
演
ず
る
オ
ー
バ
ー
ド
ホ
ー

ル
二
月
二
十
九
日
の
忘
れ
得
ぬ
日
よ�

降
り
積
る
雪
に
籠
り
て
ほ
と
ほ
と
と
木
を

彫
る
の
み
の
音
し
ず
む
な
り�

短 歌�俳 句�

斉
藤
　
尤
鶴�

石
山
　
　
欣�

谷
口
　
六
友�

山
岡
　
為
義�

畑
　
　
郁
子�

上
野
　
恵
子�

坂
戸
　
た
つ�

滝
　
　
の
り�

池
田
寿
美
子�

山
下
　
他
美�

池
田
　
雅
泉�

有
沢
美
智
子�

飯
田
小
枝
子�

小
川
　
ふ
み�

沖
田
　
泰
子�

押
見
南
美
子�

瀧
　
　
昌
子�

冨
樫
ア
ヤ
子�

野
村
　
邦
子

森
松
さ
ち
子�

吉
田
百
合
子�

久
保
美
智
子�

�

朝
倉
　
捨
子�

�

太
田
ユ
キ
ヱ�

�

川
上
　
光
弘�

�

川
上
　
喜
久�

�

木
村
　
和
子�

�

斉
藤
キ
ミ
子�

�
志
部
谷
良
一�

�

清
水
　
昭
子�

�

長
谷
　
良
作�

�

藤
本
久
美
子�

�

松
原
　
樹
雄�
�

森
松
　
邦
子�

�

山
崎
　
則
子�

�

山
本
　
知
子�

�

吉
田
　
数
子�

�

野
村
　
玉
枝�

水記念公園からのお知らせ�

水記念公園 特産館　　82‐4316

26H16年／4月号�

ア
カ
ン
サ
ス
　
野
村
玉
枝
選�

庄
川
俳
句
会�

山
ま
ゆ
の
会
　
久
保
美
智
子
選�

このたび、高岡市在住の池田勝嘉さんより、数十年前に
小矢部川流域から掘り上げた古材を、お盆や茶托、浅盆等
に加工し、亡父の思いを形として受け継ぎたいとの依頼が
あり、水記念公園へ持ち寄られたクワやクリなどの古木を、
町伝統工芸士の方に加工していただいた結果、木の光沢を
活かした製品に生まれ変わることができました。�
このように、自宅に古木材をお持ちの方で、お盆や茶托
等の制作を希望される方は、木工協同組合を通して各木工
所へお願いしますので、下記までご連絡をお願いします。�

※但し、制作等の別途経費が必要となりますので、事前にご確認ください。�

※写真は高岡市在住の池田 勝嘉さん�

連絡先�



小谷  夏樹くん�
（庄）�

父…弘樹　母…靖子�

松山  幸世ちゃん�
（三谷）�

父…和功　母…智子�
�

太田 まつりちゃん�
（金屋）�

父…良郎　母…留美�

ご長寿おめでとうございます�

原 田  し げ  さん　満百歳�
３月２日（火）に満百歳の誕生

日を迎えられた原田 しげさん（金
屋）に、町や町社会福祉協議会を
はじめ、富山県、両砺社会福祉
連絡協議会、町老人クラブ連合会、
東山見地区老人クラブからお祝
い状や、祝品が贈呈されました。�
今後とも、健やかに過ごされ
ますことをお祈りいたします。�

27 H16年／4月号�

　このコーナーでは、満３歳までの子どもの写真を募集し
ています。�
　住所、保護者、子どもの氏名（性別）、保護者から子ども
へのメッセージ（20字程度）を書いて、企画調整課へ提出を
お願いいたします。（郵送でも可）自薦、他薦は問いません。�
　掲載は先着順となります。また、掲載後は、広報と一緒
に返却します。�

なつき� ゆきよ�

も
う
す
ぐ
お
ね
ー
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
す
ぞ
ッ
！
�

い
っ
ぱ
い
友
達
つ
く
ろ
う
ね
！�

お
姉
ち
ゃ
ん
、お
兄
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

い
っ
ぱ
い
お
出
か
け
し
よ
う
ね
。�



住
　
所
　  

故
　
人
　
名
　
年
齢�

青
　
島
　  

工
藤
　
紀
子  

56�

　
筏
　
　  

池
田
　
喜
作  

81�

三
　
谷
　  

上
田
シ
サ
イ  

91�

金
　
屋
　  

小
西
　
喜
三  

70
�

戸
籍
の
窓�

住
所
　
出
生
児
氏
名
　性
別
　保
護
者
名�

青
島
　
藤
森
　
心
音
　
女
　
政
彦�

金
屋
　
藤
田
　
崚
雅
　
男
　
忠
義�

三
谷
　
梅
本
　
大
聖
　
男
　
英
孝�

金
屋
　
斉
藤
　
那
桜
　
女
　
淳�

金
屋
　
東
　
　
千
歩
　
女
　
孝
宏�

湯
山
　
山
下
日
向
斗
　
男
　
直
寿�

青
島
　
太
田
さ
く
ら
　
女
　
善
久�

天
正
　
脇
本
　
桃
南
　
女
　
剛
光�

（�（�

死
亡�

月
日�

3／10
3／2

3／16
3／18

2／17
2／19

2／22
2／23

2／28
3／3

3／9
3／10

出
生�

月
日�

３月中旬から、庄川堤防沿いにある江戸
彼岸桜の観察をはじめました。例年に比べ
ると、若干気温が高いせいか、堤防沿いに
並ぶ江戸彼岸桜のつぼみも、次第に膨らみ
を増し、徐々に色づきはじめました。一昨
年は４月初旬、昨年は４月中旬と開花の時
期はまちまちなので、想像がつきにくいの
ですが、今年は一昨年並みに開花時期が早
まりそうな気がします。�
平成元年に、町の花木に指定されている

江戸彼岸桜を守り増やしたいと、町内の方々
が「となみ嵐山桜保存会」を発足され、庄川
堤防沿いをはじめ、庄川右岸の山々に自生
する江戸彼岸桜を今日まで守り、受け継い
でこられました。そのおかげで、今年も４
月初旬ごろには桜のつぼみも無事開花し、
薄紅色に咲く江戸彼岸桜は、私たち町民や
訪れた観光客を魅了することでしょう。皆
さんも一度庄川堤防沿いを散策してみませ
んか。�
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（
永
井
）
裕
　
美�

花
か
ざ
し 

瀬
音
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で
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春
の
川
　
　
―
舟
戸
合
口
ダ
ム
下
流
―�

す
こ
や
か
に�

し
あ
わ
せ
に�

や
す
ら
か
に�

こ
こ
ね�

り
ょ
う
が�

た
い
せ
い�

な
　
お�

ち

ほ�

ひ

な

と�

�

も
も
な�

●町の人口（３月末現在）●�

人　口 7,258人　 （＋  8） （＋  7） 転入 37�
　男 3,490人　 （＋  4） （＋11） 転出 32�
　女 3,768人　 （＋  4） （△  4） 出生 9�
世帯数 2,055世帯 （＋  4） （＋12） 死亡 6

前年比�前月比�

28

発
行
日
／
平
成
十
六
年
四
月
五
日
　
発
行
所
／
富
山
県
庄
川
町
（
郵
便
番
号
九
三
二
ー
〇
三
九
三
）
　
　�

印
刷
／
㈱
ア
ヤ
ト
　
第
六
〇
〇
号�

H16年／4月号�

　
（
2
月
21
日
〜
3
月
20
日
申
出
の
も
の
の
み
掲
載
）�

本紙は、資源保護のため再生紙を使用しています。�

写
真
撮
影
　
山
田
　
辰
夫 

氏
／
写
真
解
説
　
杉
森
富
美
吉 

氏�

老齢人口 1,828人 （　   ＋2） （　 ＋21）�
　　　率 25.2％ （　0.0％） （＋0.3％）�
幼年人口 1,000人 （　   ＋3） （　 ＋32）�
　　　率 13.8％ （　0.0％） （＋0.5％）�

編 集 後 記 �

ニ
、
三
日
前
か
ら
雪
ど
け
水
は
、
急
に

に

乳ゅ
う

白は
く

色
に
な
っ
て
き
た
。
き
っ
と
、
気
温
が

急
上
昇
し
た
た
め
に
、
飛
騨
の
秘
境
の
雪
が
一
度
に
と
け
出
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
渇か

っ

水す
い

期き

の
ヒ
ス
イ
の
水
も
美
し
い
が
、
白
い
水
は
如
何
に
も
春
の
川
ら
し
い
。
�

岩
か
げ
や
水
辺
で
、
じ
っ
と
こ
の
春
を
待
っ
て
い
た
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
、
ほ
か
の
若
葉

に
負
け
て
は
な
ら
じ
と
、
小
さ
な
苞ほ

う

を
ぬ
ぎ
す
て
て
顔
を
並
べ
た
。
�

対
岸
の
砺
波
嵐
山
の
山
裾
は
、
桜
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
満
開
だ
。
も
う
す
ぐ
、
山
肌
に

点
々
と
エ
ド
ヒ
ガ
ン
も
咲
い
て
く
る
。
�
�

こ
の
時
期
、
ダ
ム
の
中
洲
の
浮
島
も
、
舟
戸
か
ら
松
川
除
あ
た
り
も
見
事
で
あ
る
。

来
て
み
や
し
ゃ
ん
せ
舟
戸
の
河
原
へ
、
庄
川
峡
へ
。
�

か
な

�


	広報しょうがわ／ｐ１
	平成１６年度予算の概要／ｐ２
	平成１６年度予算の概要／ｐ３
	この一年間の主な事業を紹介します／ｐ４
	この一年間の主な事業を紹介します／ｐ５
	議会だより／ｐ６
	議会だより／ｐ７
	議会だより／ｐ８
	議会だより／ｐ９
	砺波市・庄川町いい花咲かせよう／ｐ１０
	ちょっと一言・工事等入札結果／ｐ１１
	住所の表示変更に伴う手続き等のお知らせ／ｐ１２
	住所の表示変更に伴う手続き等のお知らせ／ｐ１３
	いよいよアユーズスタート／ｐ１４
	いよいよアユーズスタート／ｐ１５
	みんなのひろば／ｐ１６
	みんなのひろば／ｐ１７
	交流日記・図書館／ｐ１８
	くらしのカレンダー／ｐ１９
	スポーツ結果／ｐ２０
	元気っ子庄川っ子／ｐ２１
	おしらせ／ｐ２２
	おしらせ／ｐ２３
	おしらせ／ｐ２４
	おしらせ／ｐ２５
	文化芸術／ｐ２６
	みんなは町の宝物／ｐ２７
	ふるさと庄川百景／ｐ２８

